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『
広
報
い
ず
の
く
に
』は
再
生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

四
月
の
旬
の
味
と
い
え
ば
タ
ケ
ノ

コ（
筍
）。
竹
は
と
て
も
成
長
が
早
く
、

タ
ケ
ノ
コ
と
し
て
お
い
し
く
食
べ
ら

れ
る
の
は
短
い
間
。
こ
の
こ
と
か
ら

漢
字
の『
筍
』は
、
十
日
間
を
意
味
す
る

『
旬
』に
由
来
し
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

田
中
山
や
浮
橋
、
長
者
原
な
ど
の

山
間
地
の
竹
林
で
採
れ
る
の
は
、
モ

ウ
ソ
ウ
チ
ク
や
マ
ダ
ケ
な
ど
。
こ
の

時
期
、『
大
仁
ま
ご
こ
ろ
市
場
』『
Ｊ
Ａ
グ

リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
』に
は
市
内
産
の
生
タ

ケ
ノ
コ
や
茹
で
タ
ケ
ノ
コ
が
並
び
ま

す
。
新
鮮
な
タ
ケ
ノ
コ
を
買
っ
て
帰

り
、
調
理
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

タ
ケ
ノ
コ
料
理
は
、
煮
物
や
炒
め

物
、
炊
き
込
み
ご
飯
、
み
そ
汁
な
ど

が
主
流
で
す
が
、
変
わ
っ
た
食
べ
方

と
し
て
は
焼
き
物
、
天
ぷ
ら
、
採
れ

た
て
の
も
の
は
な
ん
と
刺
身
に
し
て

し
ょ
う
油
で
食
べ
る
こ
と
も
。

皆
さ
ん
も
一
度
試
し
て
み
て
は
？

採れたてタケノコは刺身も◎

市内在住の５月生まれで２～４歳までのお子さんを募集し
ます。４月９日（水）までに電話またはメールでお申し込みく
ださい。応募多数の場合は抽選になります。掲載が決まった
場合は、数日中に写真とコメントを提出していただきます。
申込み 秘書広報課　電話０５５‐９４８‐１４３１
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いつも元気いっぱいのかいくん。こ
れからも笑顔いっぱいで優しい子に育
ってね。みんなかいくんが大好きだよ。

誠さん・晴子さんの長男（大仙）
(平成１７年４月４日生)

パパとちゃーちゃんは飛翔の笑顔が
大好きだよ！その笑顔のおかげでいつ
も頑張ることができるよ。ありがとう。

哲哉さん・千絵さんの長男（大仁）
(平成１７年４月２９日生)

電車といたずら書きが大好きな春ち
ゃん。もう２歳だね。お姉ちゃんお兄
ちゃんとこれからも仲良くね。

五十洋
い と よ

さん・斉子
なおこ

さんの次女（神島）

(平成１８年４月１３日生)

３歳おめでとう。お兄ちゃんに遊ん
でもらうたたかいごっこが大好き。ウ
ルトラマンみたいに強くなってね。

徹
てつ

さん・幸代さんの次男（南条）
(平成１７年４月２日生)

アンパンマン大好き！でも１番はバ
イキンマンかな？ばあばと一緒に、歩
いて保育園に行けるようになったよ！

直人さん・愛さんの長男（南条）
(平成１８年４月２日生)

毎日元気いっぱい愛嬌
あいきょう

たっぷりの慶
太。４月から幼稚園だね。友達１００人
できるかな。楽しみだね！

健一さん・千恵美さんの長男（田京）
(平成１６年４月１０日生)
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第
一
次
伊
豆
の
国
市
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
市
民
の
皆
様
が
住
ん
で

よ
か
っ
た
と
心
か
ら
思
え
る
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
を
重
大
な
使
命
と
し
、

市
の
将
来
像「
自
然
を
守
り
、
文
化
を
育
む
、
魅
力

ゆ
　
め

あ
る
温
泉
健
康
都
市
」

の
実
現
に
向
か
っ
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

平
成
二
十
年
度
予
算
は
、
総
合
計
画
に
掲
げ
た
将
来
像
を
実
現
す
る

た
め
の
『
三
つ
の
戦
略
』
と
、
ま
ち
づ
く
り
の
『
六
つ
の
基
本
方
針
』
に
沿

っ
て
編
成
し
ま
し
た
。
特
に
、
子
育
て
、
教
育
環
境
の
向
上
、
災
害
対

策
、
安
全
・
安
心
・
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
に
重
点
を
置
く
こ
と
と
し
、『
人

づ
く
り
予
算
』と
名
づ
け
ま
し
た
。（
予
算
概
要
は
四
〜
五
ペ
ー
ジ
）

戦
略
一『
伊
豆
半
島
交
流
軸
の
構
築
』
キ
ー
ワ
ー
ド『
伊
豆
半
島
の
中
心
』

（
商
工
業
の
集
積
）
伊
豆
半
島
の
東
・
南
・
西
地
区
を
中
心
地
と
し
て
、
商

業
集
積
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

（
情
報
の
発
信
）
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム

な
情
報
提
供
を
し
、
情
報
発
信
源
と
し
て
の
機
能
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

（
道
路
網
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
）
国
県
道
整
備
事
業
で
は
合
併
支
援
道
路
と

し
て
、
古
奈
地
区
・
神
島
地
区
・
多
田
地
区
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

戦
略
二『
狩
野
川
流
域
生
活
圏
の
一
体
化
』
キ
ー
ワ
ー
ド『
狩
野
川
』

（
地
域
文
化
の
再
生
）
北
条
氏
邸
跡
発
掘
調
査
事
業
な
ど
の
史
跡
調
査
関

連
、
昨
年
に
引
き
続
き
伝
統
芸
能
の
子
ど
も
し
ゃ
ぎ
り
大
会
な
ど
を
開

催
し
、
文
化
を
共
有
し
地
域
間
交
流
の
場
と
し
て
提
供
し
ま
す
。

（
狩
野
川
水
系
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
化
）
水
生
生
物
観
察
会
、
花
火
大
会
、

一
〇
〇
�‘
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
薪
能
や
伝
承
行
事
か
わ
か
ん
じ
ょ
う
等
を
行

い
身
近
な
狩
野
川
を
演
出
し
ま
す
。

（
水
害
対
策
の
強
化
）
都
市
下
水
路
整
備
と
し
て
、
小
坂
北
部
の
調
整
池
整

備
や
小
坂
南
部
の
ポ
ン
プ
躯
体
く
た
い

工
、
長
岡
川
の
護
岸
改
修
を
推
進
し
、
中
島

地
区
で
は
雨
水
ポ
ン
プ
の
設
計
に
入
り
ま
す
。
県
営
湛
水
防
除

た
ん
す
い
ぼ
う
じ
ょ

施
設
整
備

事
業
は
、
堂
川
排
水
機
場
の
電
気
設
備
の
改
修
と
暗
渠

あ
ん
き
ょ

工
事
を
六
月
末
ま
で

に
完
成
さ
せ
、
一
連
の
工
事
が
終
了
し
ま
す
。
毘
沙
門
排
水
機
場
は
小
型
ポ

ン
プ
の
実
施
設
計
に
入
り
災
害
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
狩
野
川
台
風
か
ら
五
十
年
目
の
本
年
に
、
慰
霊
式
典
を
開
催
し
、

千
歳
橋
た
も
と
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
設
置
し
て
、
過
去
の
災
害
を
教
訓
と

す
る
と
と
も
に
、
亡
く
な
ら
れ
た
人
た
ち
へ
の
追
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

（
水
資
源
の
保
全
と
活
用
）
林
業
振
興
を
進
め
優
良
林
育
成
、
水
源
涵
養
か
ん
よ
う

林

と
し
て
の
保
護
育
成
や
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に
努
め
ま
す
。
ま
た

ビ
オ
ト
ー
プ
を
整
備
し
、
市
民
等
が
親
し
め
る
空
間
を
作
り
ま
す
。

戦
略
三
『
安
全
、
安
心
、
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
』
キ
ー
ワ
ー
ド『
食
と
農
』

（
戦
略
的
観
光
誘
客
へ
の
転
換
）
伊
豆
の
国
市
観
光
パ
ス
ポ
ー
ト
を
作
っ

て
旅
館
や
飲
食
店
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
、
市
民
や
観
光
客
が
安
心
し

て
散
策
で
き
る
道
路
網
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

（
農
業
の
活
性
化
）
機
能
性
の
高
い
野
菜
の
栽
培
を
進
め
、
マ
ー
ケ
ッ
ト

リ
サ
ー
チ
の
検
討
に
入
り
ま
す
。
ま
ず
手
始
め
と
し
て
、
学
校
給
食
で
使

え
る
野
菜
を
選
定
し
栽
培
し
ま
す
。
ま
た
食
育
教
室
を
開
催
し
、
子
ど
も

た
ち
に
安
全
な
食
の
教
育
を
進
め
ま
す
。

（
ウ
エ
ル
ネ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
）
県
の
フ
ァ
ル
マ
バ
レ
ー
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
連
携
し
、
超
高
齢
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、
市
民
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
合
っ
た
効
果
的
な
健
康
づ
く
り
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
、
そ
の
普
及
と
定
着
を
図
り
ま
す
。

（
循
環
型
社
会
の
形
成
）
従
来
の
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
菌
活
用
と
食
品
残
渣
ざ
ん
さ

、
畜

糞
、
剪
定
枝

せ
ん
て
い
し

等
を
利
用
し
た
堆
肥
製
造
施
設
の
整
備
を
進
め
、
地
元
農
家

に
優
良
な
有
機
堆
肥
を
使
っ
て
も
ら
い
安
全
で
安
心
な
機
能
性
の
高
い
野

菜
の
栽
培
を
勧
め
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
廃
棄
物
系
バ
イ
オ
マ
ス（
食
品

残
渣
や
も
み
が
ら
等
）を
利
用
し
た
資
源
循
環
型
農
業
の
推
進
や
、
家
畜

排
泄
物
の
適
正
処
理
に
よ
る
環
境
問
題
の
解
消
等
、
焼
却
ご
み
の
減
量
と

資
源
化
率
の
向
上
を
図
り
、
ひ
い
て
は
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
よ
る
地
球

温
暖
化
防
止
の
推
進
に
も
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

第
一『
美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た
快
適
な
空
間
の
ま
ち
』づ
く
り

グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
と
ぼ
か
し
ま
つ
り
を
開
催
し
、
市
民
に
環
境
に
つ

い
て
の
啓
発
活
動
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
韮
山
球
場
や
さ
つ
き
ヶ
丘
公

園
野
球
場
の
施
設
や
設
備
を
充
実
さ
せ
、
市
民
が
安
全
で
快
適
に
使
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
整
備
し
ま
す
。
ご
み
の
減
量
対
策
に
つ
い
て
は
、
リ
サ

イ
ク
ル
ま
つ
り
や
各
種
団
体
を
通
じ
て
ご
み
減
量
化
の
啓
発
運
動
を
進
め

る
と
と
も
に
、
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
の
取
得
に

向
け
て
の
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
す
。

第
二『
生
き
生
き
働
く
活
気
に
満
ち
た
産
業
の
あ
る
ま
ち
』づ
く
り

平
成
二
十
一
年
三
月
の
富
士
山
静
岡
空
港
開
港
に
備
え
、
観
光
ル
ネ
サ

ン
ス
事
業
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。
市
内
各
所
に
多
言
語
観
光
案

内
版
を
設
置
し
、
外
国
人
誘
客
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
お
も
て
な
し
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
甲
冑

か
っ
ち
ゅ
う

隊
を
使
っ
た
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
開
催
し
ま
す
。
生
涯
教
育
の
面
か
ら
も
、
最
近
増
加
し
て
い
る
中
国

人
訪
日
客
へ
の
対
応
と
併
せ
て
、
初
心
者
向
け
の
中
国
語
講
座
を
行
い
ま

す
。
農
業
関
係
で
は
、
新
規
就
農
者
や
研
修
者
の
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
そ
う
し
た
な
か
で
退
職
者
の
帰
農
も
増
え
、
地
産
地
消
を
看
板

に
盛
況
な『
大
仁
ま
ご
こ
ろ
市
場
』や『
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
』に
出
荷
さ

れ
、
安
全
で
安
心
な
食
の
供
給
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
四
月
に
は
、
長
崎

地
区
に
農
業
活
動
拠
点
施
設
が
オ
ー
プ
ン
す
る
の
で
、
こ
れ
を
利
用
し
て

後
継
者
育
成
を
図
り
ま
す
。

第
三『
未
来
を
担
う
人
を
育
み
豊
か
な
歴
史
・
文
化
を
築
く
ま
ち
』づ
く
り

保
幼
小
中
一
貫
教
育
の
理
念
の
も
と
、
十
二
年
間
を
見
通
し
た
子
育
て

の
一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
平
成
二
十
一
年
度
に
『
国
民
文
化
祭
』
が

静
岡
県
で
開
催
さ
れ
、
市
で
は
「
“温
故
知
新
”
未
来
の
扉
を
開
く
と
き

〜
伝
え
よ
う『
担
庵
公
』そ
の
偉
大
な
業
績
を
〜
」を
サ
ブ
テ
ー
マ
に
演
劇
、

合
唱
、
オ
ペ
ラ
な
ど
の
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
国
民
文
化
祭
で
は
江

川
坦
庵
公
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
そ
の
偉
大
な
功
績
と
市
の
歴
史
的
魅
力
を

全
国
に
発
信
し
ま
す
。
本
年
度
は
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
本
番
へ
の

準
備
を
進
め
ま
す
。
大
仁
中
学
校
は
本
年
度
、
校
舎
の
建
設
と
第
二
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
工
事
に
入
り
ま
す
。
放
課
後
児
童
教
室
や
子
育
て
支
援
施
設
に

つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
市
の
貴
重
な
歴
史
的
遺
産
で
あ
る
江
川
文
庫
、
江
川
邸
に
つ
い
て
は
、

管
理
・
防
災
・
調
査
を
含
め
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
本
年
度
は
中
間
報
告

と
し
て
企
画
展
を
開
催
し
、
今
後
も
、
県
と
協
力
し
て
江
川
文
庫
の
調
査

を
継
続
的
に
実
施
し
ま
す
。

第
四『
だ
れ
で
も
す
こ
や
か
元
気
に
生
き
る
ま
ち
』づ
く
り

伊
豆
の
国
市
健
康
増
進
計
画
の
も
と
に
、
母
子
・
乳
幼
児
か
ら
成
人
ま

で
の
健
診
な
ど
、生
涯
に
わ
た
る
健
康
と
医
療
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、

市
民
の
皆
様
に
は
早
期
発
見
、早
期
治
療
を
心
掛
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

健
康
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
子
育
て
に
重
点
を
置
き
、
就

学
前
乳
幼
児
を
対
象
に
し
て
い
た
医
療
費
助
成
を
小
学
校
三
年
生
ま
で
拡

大
す
る
と
と
も
に
、
少
子
化
対
策
と
し
て
不
妊
治
療
へ
の
助
成
を
、
近
隣

市
町
に
先
駆
け
て
実
施
し
ま
す
。

第
二
期
福
祉
村
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
計
画
に
基
づ
き
、
障
害

者
に
や
さ
し
い
ま
ち
、
社
会
参
加
の
た
め
の
環
境
整
備
と
し
て
、
本
年
度

か
ら
測
量
や
計
画
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
施
設
と
し
て
韮
山
多
田
地
区
に
建
設
中
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
は
、
平
成
二
十
一
年
六
月
の
入
所
開
始
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

第
五『
住
み
た
い
訪
れ
た
い
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
』づ
く
り

道
路
の
改
良
で
は
、
合
併
特
例
債
事
業
の
大
一
〇
一
号
線
な
ど
十
二
路

線
、
辺
地
対
策
で
一
路
線
の
改
良
工
事
を
行
い
ま
す
。
生
活
道
路
に
つ
い

て
も
、
計
画
的
に
改
良
し
安
全
性
の
確
保
や
適
切
な
維
持
管
理
を
行
い
、

市
民
の
利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

第
六『
み
ん
な
が
主
役
、
明
日
に
向
か
っ
て
進
む
ま
ち
』づ
く
り

市
民
と
行
政
の
協
働
を
進
め
る
上
で
は
、
行
政
か
ら
の
情
報
提
供
と
、

市
民
か
ら
行
政
へ
の
ニ
ー
ズ
等
の
的
確
な
把
握
が
重
要
で
す
。
毎
年
実
施

し
て
い
る
各
地
区
で
の
市
政
懇
談
会
、『
市
長
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
ま
ち

づ
く
り
ご
意
見
箱
』や
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
、
広
く
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
提

言
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
、
そ
れ
ら
も
含
め
た
情
報
は
、『
広
報
い
ず

の
く
に
』に
よ
り
適
時
的
確
に
発
信
し
、
よ
り
良
い
市
政
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。
ま
た
、
効
率
的
な
行
政
運
営
に
つ
い
て
は
、
行
財
政
改
革
推
進

大
綱
と
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

平
成
二
十
年
度
も
、
伊
豆
の
国
市
と
し
て
更
な

る
飛
躍
を
目
指
し
、
諸
施
策
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

総
合
計
画
　
三
つ
の
戦
略

将
来
像
実
現
に
む
け
た
新
年
度
予
算

総
合
計
画
　
六
つ
の
基
本
方
針

伊
豆
の
国
市
誕
生
か
ら
四
年
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
市

政
運
営
に
取
り
組
む
所
信
の
一
端
を
申
し
上
げ
、
市
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

平成２０年度
市長施政方針

伊
豆
の
国
市
長

望

月

良

和
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国民健康保険特別会計６０億２,１００万円

老人保健特別会計 ３億７,０４０万円

介護保険特別会計 ２７億 ７００万円

楠木及び天野揚水場管理特別会計 １,４９０万円

簡易水道等事業特別会計 ４,０４０万円

下水道事業特別会計１６億６,０３０万円

基　金　名
平成２０年度末
残高見込額

一
般
会
計

財 政 調 整 基 金 １６億９,７４４万円

減 債 基 金 ６億６,０９８万円

土 地 取 得 基 金 １億２,６４９万円

福 祉 対 策 基 金 ３億７,５４２万円

教 育 振 興 資 金 ３,７０１万円

ふるさと水と土基金 ２,５４６万円

温泉保護対策基金 ９,０３５万円

特
別
会
計

国民健康保険保険給付等支払準備基金 １億７,４０８万円

合　計 ３２億９,９９４万円

人づくり予算　総額１６９億８千万円に

後期高齢者医療特別会計 ４億２,０７０万円

国民健康保険高額医療費資金貸付基金 ９００万円

介護給付費準備基金 ６,８７１万円

楠木及び天野揚水場管理基金 ３,５００万円

『自然を守り文化を育む 魅力
ゆ め

ある温泉健康都市』に向けて平成２０年度
当初予算の概要

問合せ　財政課

電話０５５‐９４８‐１４１４

平成２０年度の一般会計予算額は
１６９億８千万円で、特別会計、上水道
事業会計を合わせた総額は約２９３億円
となりました。
平成２０年度の予算は、総合計画の将

伊豆半島交流軸の構築
キーワード『伊豆半島の中心』

地域文化の再生

北条氏邸跡発掘調査事業などの史跡調
査、流域生活圏一体化事業（子どもし
ゃぎり大会）など　　　計２，６５６万円
狩野川水系エコミュージアム化

狩野川リバーサイドパーク、城池親水
公園維持管理事業など 計１，２８４万円

商工業の集積

新サービス拠点調査事業、
企業立地促進事業など

計４２２万円

情報の発信

ホームページ管理運営事業、
電子市役所推進事業など

計５８４万円

道路網のネットワーク化

国県道整備事業、市道の整
備など 計４億１，５００万円

美しい自然に恵まれた
快適な空間のまちづくり

２

生き生き働く活気に満ちた
産業のあるまちづくり

３

未来を担う人を育み豊かな
歴史・文化を築くまちづくり

４

だれでもすこやか
元気に生きるまちづくり

５

住みたい訪れたい
にぎわいのあるまちづくり

６

みんなが主役、明日に
向かって進むまちづくり

地域観光推進事業、農業の
土地改良事業、商工会運営
支援事業など
計５億５，８２１万円

大仁中学校建設事業、芸術
文化振興事業、国民文化祭
準備事業、外国人講師派遣
事業、文化祭実施事業、史
跡北条氏邸跡発掘調査事
業など
計２８億２，５４９万円

成人健康診査事業、在宅高
齢者外出支援事業（高齢者
福祉タクシー利用助成等）、
後期高齢者医療会計管理
事業、心身障害者（児）タ
クシー等利用助成事業、こ
ども医療費助成事業、不妊
治療助成事業、支援センタ
ーたんぽぽ整備事業など
計４８億５，１２６万円

合併特例事業を含めた道
路新設改良事業、河川改修
事業、防災行政無線デジタ
ル化整備事業など
計３２億１，２０５万円

広報等発行事業、自治会事
業、地域づくり推進事業な
ど
計４４億１，４６２万円

収益的
収入 ６億４，１０９万円

支出 ５億８，７４５万円

資本的
収入 １億１，３０１万円

支出 ５億 １６３万円

上水道事業会計 １０億８，９０８万円

基金の状況

市民１人あたりの

予算３３万７，１１８円は

このように

使います

市債の状況

区　分
平成２０年度末
残高見込額

一
般
会
計

普 通 債９８億３,３１８万円

災害復旧費 ５,８６８万円

そ の 他 ６５億 ２３０万円

特
別
会
計

簡易水道事業債 １億３,９０９万円

下水道事業債６７億２,９９６万円

上水道事業債 ７億９,３６３万円

合　計 ２４０億５,６８４万円

特別会計 １１２億３,４７０万円

総合計画
６つの基本方針

来像実現のため、子育て、教育環境の向
上、安全・安心・健康のまちづくりに特
に重点を置いて、『３つの戦略』、まちづ
くりの『６つの基本方針』に沿って、予
算編成・施策の展開に取り組みました。

１
２

戦略

戦略

水害対策の強化

都市下水路整備、県営湛水防除施設
整備事業など　 計３億２，９６０万円

水資源の保全と活用

林業の振興事業、その他森林ボラン
ティア育成事業など　 計６３３万円

安全、安心、健康のまちづくり　キーワード『食と農』３
戦略

戦略的観光誘客への転換

伊豆の国市パスポート事業、広域観
光宣伝事業、他言語観光案内板整備
事業など　　　　計１億８，６０３万円
農業の活性化

高機能野菜の栽培研究事業、地域農
業活性化事業など　　計２，９６８万円

ウエルネスマネジメントの推進

ウエルネスマネジメントプラン推進
事業、在宅高齢者外出支援事業など

計１億７，８３５万円

循環型社会の形成

安全、安心、健康のまちづくり事業
（生ごみ堆肥化施設整備）など

計５，０５２万円

狩野川流域生活圏の一体化　キーワード『狩野川』

一般会計

計３億７，５３３万円

計４億４，４５８万円

計４億２，５０６万円 緑化推進事業、韮山球場ト
イレ整備を含めた公園管
理費、ごみ減量対策啓発事
業など
計１１億１，８３７万円１

総合計画

３つの戦略
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市市
役役
所所
　　
連連
絡絡
先先
一一
覧覧

組
織
の
一
部
を

変
更
し
ま
し
た

市
役
所
の
機
能
性
と
管
理
性
を

向
上
す
る
た
め
に
、
こ
の
四
月
一

日
か
ら
組
織
を
一
部
変
更
し
ま
し

た
（
太
字
が
変
更
部
分
）。
市
役

所
へ
お
越
し
の
と
き
や
お
問
い
合

わ
せ
の
と
き
に
は
、
お
間
違
い
の

な
い
よ
う
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

休日・夜間　伊豆長岡庁舎055-948-1436
韮山庁舎　　055-949-1212
大仁庁舎　　0558-76-2222

平成２０年４月１日現在

部 課・室 電話番号 ＦＡＸ番号 主な業務

企　画　部

秘書広報課 055-948-1431

055-948-2915

市長・副市長秘書、都市交流、表彰、
統計、広報広聴、ホームページなど

企　画　課
055-948-1413

企画・調整、総合計画、広域行政など

企業誘致室　 企業誘致、企業との連絡調整など

財　政　課 055-948-1414 財政、行財政改革など

管　財　課 055-948-2902 055-948-1169 財産管理、財産区、市営住宅管理、公共事業等の入札・契約など

情報システム課 0558-76-8015 0558-77-2835 情報システム管理・開発、電子市役所推進など

総　務　部

総　務　課 055-948-1411

055-948-2917

選挙、文書受付、文書管理、人事、職員研
修・給与・共済・厚生、例規、情報公開、
固定資産評価審査委員会事務局など

検　査　室 055-948-1403 設計・工事検査、物品検収など

税　務　課 055-948-2907
055-948-2918

市民税・固定資産税・軽自動車税
などの課税、土地家屋台帳の閲覧
受付、地籍図写しの発行など

徴収対策室 市税の徴収、納税相談など

安全対策課 055-948-1412 055-948-1169 消防、防災、防犯、交通安全、同時通報無線など

市　民　部

市民サービス課 055-948-2901
055-948-2903 055-948-1169

戸籍・住民登録・印鑑登録等手続き・
証明発行、税関係証明発行、福祉関
係申請受付、保育園入園・学童保育申
請受付、小中学校転出入の通知書発
行、原付ナンバー交付、伊豆長岡地
区貸出施設使用申請受付、外国人登
録届出受付・証明発行、仮ナンバー交
付、区長会・コミュニティ、環境美化、
犬の登録、行政相談等窓口など

韮山市民サービス課
055-949-6800
055-949-1212 055-949-1779

戸籍・住民登録・印鑑登録等手続き・
証明発行、税関係証明発行、国保・年
金・老人保健・介護保険届出受付、児
童手当・福祉関係申請受付、保育園入
園・学童保育申請受付、小中学校転出
入の通知書発行、原付ナンバー交付、
韮山地区貸出施設使用申請受付、税
金・料金等の収納、県証紙の販売、韮
山地区区長会、コミュニティ、区域
内災害対策、地域振興など

大仁市民サービス課 0558-76-80000558-76-8001 0558-76-5499

戸籍・住民登録・印鑑登録等手続き・証
明発行、税関係証明発行、国保・年金・
老人保健届出受付、保育園入園・学童保
育申請受付、小中学校転出入の通知書
発行、原付ナンバー交付、大仁地区貸
出施設使用申請受付、税金・料金等の収
納、県証紙の販売、環境美化・犬の登録
等、大仁地区区長会、コミュニティ、
区域内災害対策、地域振興など

国保年金課 055-948-2905 055-948-1169 国保・年金・老人保健・後期高齢者医療

部 課・室 電話番号 ＦＡＸ番号 主な業務

観光産業部

観光商工課 055-948-1480
055-948-2926

観光振興、商工振興、労働、消費者行政など

農業振興課 055-948-1481 農業委員会、農業・林業・畜産振興、農林業
施設等管理など

文化振興課 055-948-0225 055-948-0855
文化・芸術イベント、アクシスかつらぎ・韮山
時代劇場管理など

都市整備部

都市計画課 055-948-2909
055-948-4031

都市計画、土地利用、建築確認、公園整備・
公園管理など

土地対策室 055-948-2930 既開発地域の諸問題の総合調整

建　設　課 055-948-2908 道路河川の新設改良・管理など

建設課（韮山地区） 055-949-6803 055-949-1779 韮山地区の道路河川の管理など

建設課（大仁地区） 0558-76-80040558-76-8005 0558-76-5499 大仁地区の道路河川の管理など

上下水道課 055-948-2911 055-948-4031
水道検針・料金徴収、下水道料金・受益者負担
金徴収、施設維持管理、水質検査、合併処理浄
化槽補助など

―――― 会　計　課 055-948-2906 055-948-1169 公金支払事務、税金・料金等の収納、県証紙
の販売など

教　育　部

教育総務課 055-948-1444

055-948-1464

教育委員会の予算、人事、文書管理、情報公開、
学校施設管理、就学援助事務など

こども育成課 055-948-1447 保育園・幼稚園の入園事務・管理、学童保育、
児童館など

学校指導課 055-948-1453
教員研修、小・中学校の転出入事務、学校教
育指導、就学指導、学区外就学申請、相談活
動など

社会教育課 055-948-1461 055-948-1470 社会教育、生涯学習、文化財、社会体育、ス
ポーツ振興、施設使用申請受付など

図　書　館 （中央図書館）
0558-76-5566

（中央図書館）
0558-76-5757 中央（大仁）図書館、長岡図書館、韮山図書館

議会事務局 ――――
055-948-1417 055-948-2913 議会・議員に関すること、監査委員事務局など

―――― 監査委員事務局

電話番号の数字がたった１つ違うだけで、一般のご家庭にかかって
しまうことも。電話番号はくれぐれもお間違いなく！

環　境　部

環境政策課 055-949-6804

055-949-1779

環境保全・美化、緑化推進、公害対策、犬の
登録、斎場管理など

クリーン課 055-949-6805 ごみ処理、し尿処理、ごみ減量化、リサイク
ルなど

広域廃棄物処理対策室 055-949-8112 広域廃棄物処理施設の整備

健康づくり課
0558-76-8012
0558-76-8013
0558-76-8014

母子保健、成人保健、各種健診など

高齢者支援課
（地域包括支援センター）

0558-76-8009
0558-76-8010
0558-76-8011

高齢者福祉、介護予防、介護保険給付、要介
護認定、介護保険料の賦課・徴収など

健康福祉部
（福祉事務所）

福祉課
0558-76-8006
0558-76-8007
0558-76-8008

0558-76-8029

生活保護、障害者福祉、児童・母子福祉、児
童手当、少子化対策など

韮山支所

大仁支所
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●
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
の
十
二
年
皆
勤
賞
を
作

っ
て
ほ
し
い
…（
十
代
男
性
）

九
ヵ
年
皆
勤
者
は
、
中
学
校
卒
業
時
に
『
卒
業

の
し
お
り
』に
掲
載
し
、
表
彰
に
代
え
て
い
ま
す
。

ま
た
十
二
ヵ
年
皆
勤
者
は
、
十
二
月
に
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協

議
会
主
催
の
育
成
大
会
で
表
彰
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
管

理
に
気
を
つ
け
、
元
気
に
登
校
し
て
く
だ
さ
い
。

担
当

学
校
指
導
課
　
電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
５
３

●
韮
山
時
代
劇
場
大
ホ
ー
ル
入
口
の
階
段
に
ス
ロ
ー
プ
が
な
く
、

入
口
扉
に
段
差
が
あ
る
。
ま
た
開
場
前
に
暑
さ
寒
さ

を
し
の
げ
る
待
合
室
が
あ
れ
ば
…（
六
十
代
女
性
）

車
イ
ス
や
乳
母
車
の
人
は
、
階
段
手
前
左
側
か
ら

ロ
ビ
ー
に
入
る
ス
ロ
ー
プ
ま
た
は
建
物
右
側
の
身
障

者
入
口
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
ご
利
用
い
た
だ
く
よ
う

ご
案
内
し
て
い
ま
す
。
入
口
扉
手
前
に
、
段
差
に
注
意
を
呼
び
か

け
る
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
、
養
生
マ
ッ
ト
も
設
置
し
ま
す
。
待
合

室
の
建
設
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
必
要
に
応
じ
ロ
ビ
ー
開
放
や

開
場
時
間
の
繰
上
げ
を
行
い
ま
す
。
基
本
的
に
指
定
席
チ
ケ
ッ
ト

と
し
て
、
並
ん
で
待
た
な
く
て
も
良
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

担
当

文
化
振
興
課
　
電
話
０
５
５（
９
４
８
）０
２
２
５

●
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
夜
間
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
使
用
す
る
際
、
大
仁

地
区
の
施
設
だ
け
照
明
代
が
免
除
さ
れ
な
い
の
は
な
ぜ
…（
三
十

代
女
性
ほ
か
）

施
設
の
使
用
料
金
は
合
併
前
の
旧
町
の
料
金
を
引
き
継
い
で
い

る
た
め
、
各
地
区
ご
と
料
金
体
系
が
異
な
り
ま
す
。
付
帯
設
備
使

用
料（
夜
間
照
明
使
用
料
や
冷
暖
房
使
用
料
）も
そ
の
一
つ
で
す
。

大
仁
地
区
に
だ
け
付
帯
設
備
使
用
料
の
設
定
が
あ
り
、
施
設
使
用

料
減
免
団
体
も
、
付
帯
設
備
使
用
料
は
減
免
と
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
問
題
が
あ
る
た
め
、
施
設
使
用
料

金
を
可
能
な
か
ぎ
り
統
一
す
る
と
と
も
に
、
現

在
一
〇
〇
％
免
除
さ
れ
て
い
る
減
免
団
体
の
減

免
率
を
引
き
下
げ
る
方
向
で
検
討
中
で
す
。
こ

れ
は
市
の
財
政
状
況
が
厳
し
く
な
る
中
で
、
受

益
者
負
担
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
施
設
の
維
持
管
理
に
か
か
る
費

用
の
一
部
を
利
用
者
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
使
用
料
金
な
ど
の
改
正
は
、
体
育
施
設
だ
け
で
な
く
、
公

園
や
文
化
施
設
、
社
会
教
育
施
設
を
含
め
実
施
す
る
予
定
で
す
。

担
当

社
会
教
育
課
　
電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
６
１

●
守
山
の
公
園
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
い
つ
ご
ろ
完
成
し
ま
す

か
。
城
池
親
水
公
園
の
よ
う
に
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
憩
え
る

よ
う
な
整
備
を
…（
六
十
代
男
性
ほ
か
）

現
在
整
備
中
の
守
山
西
公
園
は
、
平
成
二
十
一

年
三
月
の
完
成
を
目
指
し
て
、
平
成
十
八
年
度
か

ら
本
格
的
な
工
事
に
着
手
し
、
平
成
十
九
年
度
分

の
工
事
も
終
了
し
ま
し
た
。

守
山
西
公
園
は
、
守
山
の
良
好
な
自
然
環
境
や
周
辺
の
史
跡
を
活

か
し
た
学
び
の
場
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
守
山
の
自

然
景
観
を
維
持
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。
公
園
完
成
時

に
は
車
道
の
横
に
桜
の
植
栽
帯
を
設
け
、
そ
の
隣
に
歩
道
を
作
る
の

で
、
通
学
や
散
策
時
の
安
全
が
図
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
公
園
中
央
部
に
は
駐
車
場
と
ト
イ
レ
設
置
を
計
画
し
て
い
ま
す
の

で
、
守
山
周
辺
の
周
遊
ル
ー
ト
の
拠
点
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。

今
年
度
は
六
月
中
旬
か
ら
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。
工
事
期

間
中
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

担
当

都
市
計
画
課
　
電
話
０
５
５（
９
４
８
）２
９
０
９

●
広
報
五
月
十
五
日
号
で『
災
害
時
の
避
難
支
援
計
画
の
た
め
の

基
礎
調
査
訪
問
の
お
知
ら
せ
』の
記
事
を
読
ん
だ
が
、
音
沙
汰
が

な
い
。
台
風
の
と
き
怖
い
思
い
を
し
て
い
る
…（
年
齢
性
別
不
詳
）

平
成
十
九
年
五
月
二
十
一
日
か
ら
六
十
五
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
を
対
象
に
、
韮
山
地
区
は
社
会
福
祉
協
議
会
、
長
岡
地

区
は
い
ち
ご
の
里
、
大
仁
地
区
は
ぬ
く
も
り
の
里
か
ら
の
調
査
員

が
訪
問
活
動
を
始
め
て
お
り
、
水
害
等
の
恐
れ
の
あ
る
地
区
を
優

先
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
対
象
者
二
千
三
十

七
件
の
う
ち
、
三
月
末
ま
で
の
調
査
済
み
件
数

は
約
四
百
件
で
、
今
年
度
中
に
調
査
を
完
了
す

る
予
定
で
す
。
ま
た
、
災
害
時
に
不
安
に
な
っ

た
と
き
は
、
市
役
所
や
地
区
役
員
さ
ん
、
民
生

委
員
さ
ん
に
連
絡
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
す

ぐ
に
避
難
支
援
等
の
対
応
を
し
ま
す
。

担
当

高
齢
者
支
援
課
　
電
話
０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
９

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

広
報
十
月
一
日
号
で
お
配

り
し
た『
市
長
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
〜
ま
ち
づ
く
り
ご
意
見

箱
』。
今
回
も
皆
さ
ん
か
ら
、

多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

寄
せ
ら
れ
た
貴
重
な
ご
意

見
に
は
す
べ
て
市
長
が
目
を

通
し
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
学
童
保
育
に
つ
い
て

●
市
外
の
人
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
…（
三
十
代
女
性
）

各
支
援
セ
ン
タ
ー
の
施
設
規
模
や
利
用
者
数
の
動
向
、
利
用
者
の

意
向
等
を
ふ
ま
え
て
、
市
外
の
人
の
利
用
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

●
大
仁
方
面
に
も
保
育
園
併
設
で
は
な
い
子
育
て

支
援
施
設
を
…（
二
十
代
女
性
）

今
年
度
、
大
仁
い
き
い
き
シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー
を

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
、
改
修
を
実
施
し
ま
す
。

●
小
学
校
高
学
年
対
象
の
学
童
保
育
施
設
を
…（
三
十
代
女
性
）

現
在
市
内
の
学
童
保
育
で
、
定
員
を
超
え
て
い
る
施
設
が
あ
り
、

待
機
児
童
を
な
く
す
た
め
の
対
応
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
一
年

生
か
ら
三
年
生
ま
で
の
利
用
児
童
は
今
後
も
増
え
る
状
況
に
あ
る
た

め
、
四
年
生
以
上
の
児
童
の
利
用
は
困
難
で
す
。
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

担
当

こ
ど
も
育
成
課
　
電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
４
７

●
歩
道
上
空
に
あ
る
構
築
物
は
災
害
時
に
と
て
も
危
険
。
観
光
地

と
し
て
景
観
も
悪
い
。
法
律
な
ど
で
規
制
を
…（
七
十
代
男
性
）

歩
道
上
空
の
構
築
物
や
企
業
の
看
板
な
ど
は
、
屋
外
広
告
物
と

し
て
屋
外
広
告
物
法
・
静
岡
県
屋
外
広
告
物
条
例
に
よ
っ
て
必
要

な
規
制
の
基
準
を
定
め
て
い
ま
す
。
高
さ
が
四
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
も
の
は
建
築
確
認
が
必
要
な
工
作
物
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
屋
外
広
告
物
は
、
届
出
が
義
務

づ
け
ら
れ
許
可
を
受
け
た
広
告
物
は
二
年
ご
と

に
更
新
が
必
要
で
す
。
危
険
防
止
だ
け
で
な
く
、

都
市
景
観
と
調
和
し
た
屋
外
広
告
物
の
掲
出
が

さ
れ
る
よ
う
、
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

担
当

都
市
計
画
課
　
電
話
０
５
５（
９
４
８
）２
９
０
９

すみれひろば

まちづくりご意見箱（平成１９年１０月～平成２０年３月）

■　年齢別　■

■　ご意見の内容別　■

平成１９年度下半期にご意見を寄せてくれ
たのは、計７９通７９人の皆さん。これまでに
比べ３０代以下の皆さんが増加しました。ご
意見の内容は全部で１０３件。教育や防犯など、
子どもたちを育てたい・守りたいという意見
が増えました。

■　男女別　■

要
望
は
地
区
要
望
書
で

今
回
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
中

に
は
、
特
定
の
個
所
の
道
路
改
修

や
防
犯
灯
・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置

な
ど
の
要
望
事
項
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
、
地
域
の
意
見
の

集
約
等
が
必
要
な
要
望
で
あ
り
、

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
『
地
区
要
望

書
』
と
し
て
提
出
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

建
設
的
な
ご
意
見
を

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
市
政
に

い
か
す
た
め
の
『
市
長
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
〜
ま
ち
づ
く
り
ご
意
見

箱
』
で
は
、
引
き
続
き
ご
意
見
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

明
日
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
建
設
的
な
ご
意

見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

＊
広
報
い
ず
の
く
に
五
月
一
日

号
に
ご
意
見
用
紙
を
添
付
し

ま
す
。

韮山時代劇場

さくら公園
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事 業 名 内　　容 対　　象 利用料金等

利用者に栄養バランスのと
れた昼食を配達し、安否確
認をする

概ね６５歳以上の一人暮らし高
齢者、高齢者のみの世帯で疾
病等の理由で調理が困難な人

１食５００円
月～土曜日

要介護状態になった高齢者
等に、紙おむつなどの介護
用品を低価格で支給する

介護保険認定要介護１以上の概
ね６５歳以上の人と重度障害者
で常時紙おむつを使用し、一人
でトイレに行くことが困難な人

紙おむつ購入費の約５割
補助（要介護４・５で住民
税非課税世帯で介護して
いる人は９割補助）

居宅に緊急通報システム
（ボタンを押すだけで連絡
ができる機器）を設置し、
安否確認する

概ね６５歳以上の一人暮らし高
齢者、高齢者のみの世帯、また
はこれに準ずる世帯で疾病等の
理由で緊急時の対応が困難な人

基本利用料１カ月８００円
（通話料金は別途実費負担）

３日に１本の割合で乳酸飲
料を配達し、声かけして安
否確認を行う

概ね６５歳以上の一人暮らし高
齢者、高齢者のみの世帯と一人
暮らしの２級以上の視覚障害者

無料

ヘルパーを派遣し、身体介護
や調理・掃除など軽易な援助
を行い、自立生活を支援する

ケガや疾病等で日常生活上の支
援を必要とする介護保険に該当
していない概ね６５歳以上の人

１時間２３０円

寝具類等の衛生管理が困難
な人に対して、寝具類の洗
濯乾燥消毒をする

概ね６５歳以上の一人暮らし高
齢者、高齢者世帯のみの世帯
で、衛生管理が困難な人

無料
（年１回、１人２枚まで）

介護している家族が疾病等
の理由で在宅での介護が困
難な場合、１カ月に７日以
内で特養ホームに保護する

介護保険の利用限度を超えて利
用したい介護認定者、概ね６５
歳以上で緊急的に介護が必要と
認められた介護認定以外の人

利用料１日３，０４０円、送迎
料１回３７０円（介護保険料
第１・２段階該当世帯は利用
料１日１，３８０円、送迎無料）

生活指導ホームに入所し、認知症
高齢者個々に適切な処遇法を発見
して、介護者共に生活指導を行う

概ね６５歳以上で、在宅で認知
症と認められる高齢者とその
介護者

利用料１日２，２５０円、判
定・指導料１回９，５００円

車イス・寝たきりの外出困
難な在宅者に対し、市内外
の医療機関への送迎を行う

概ね６５歳以上の人や重度心身障
害者で、公共交通機関の利用や家
族による送迎が困難な人（日常生
活に車イスを利用、寝たきり等）

無料
（週１回まで）

発信機能（ＧＰＳ）を持つ端末
を高齢者に携帯させ、徘徊
時の探索を行う

概ね６５歳以上で認知症による
徘徊があると認められる在宅
高齢者

加入料５００円と付属品代２００
円（初回のみ）、基本利用料１
カ月５０円、情報料・人件費・機
器管理費は自己負担

２０年度

市では、高齢者が自立した生活を過ごし、長年住み慣れた地域社会で引き続き生活して
いくことを支援します。高齢者の在宅福祉サービスは、次のとおりです。利用や申請につ
いては、お気軽にご相談ください。また、一部サービスでは、対象者や利用料に一部変更
があります。現在サービスをご利用の人には個別に連絡していますが、ご注意ください。

問合せ 高齢者支援課　電話０５５８‐７６‐８０１１

高
齢
者
と
重
度
障
害
者
の
皆
さ
ん
、
タ
ク
シ
ー
や

バ
ス
で
積
極
的
に
外
出
し
ま
し
ょ
う
。
今
年
度
も

『
福
祉
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
利
用
券
』を
交
付
し
ま
す
。

（
高
齢
者
）
高
齢
者
支
援
課

電
話
０
５
５
８（
７
６
）８
０
１
１

（
障
害
者
）
福
祉
課

電
話
０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
７

問合せ

コンテストの概要
・会場設置の特設花壇
（９０�A×９０�A）に花
や植木を並べてオリ
ジナルの花壇を制作
・花や植木の調達は、設定された上限の範囲内で
会場内店舗にて自由に選定
・花壇の飾り付けに使用するオブジェ等の持ち込
み可（＊花、植木等の植物の持込みは不可）

募集内容等
・１６チーム（１チーム３人以上）まで

＊応募多数の場合は抽選
・４月２１日（月）までに環境政策課へ電話で申し込み
参加賞等
・飾り付けに使用した花や植木は参加者に贈呈
・当日審査を行い、上位数チームを表彰

コンテスト参加者募集中！（詳しくは下記） 生ごみ堆肥を利用した土づくり
を実践！

会場に造園のプロによる坪庭が制作され、
イベント前後数週間展示されます。

フラワーアレンジメント教室
竹細工教室
花ポット移植体験
苔玉づくり教室
ハンギングバスケット教室

花･庭木･園芸資材関係の出店
各種飲食関係の出店など

抽選会
パフォーマンスショー
（大道芸、バルーンアート、紙芝居）
生ごみ堆肥の無料配布

時
代
劇
場
デ

待
ッ
テ
ル
ヨ
！

対
　
象

伊
豆
の
国
市
内
在
住
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

①
昭
和
八
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
　

＊
年
度
途
中
で
七
十
五
歳
に
な
っ
て
も
交
付

対
象
に
な
り
ま
せ
ん

②
身
体
障
害
者
手
帳
一
・
二
級
を
持
っ
て
い
る
人

③
療
育
手
帳
Ａ
を
持
っ
て
い
る
人

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
一
・
二
級
を
持

っ
て
い
る
人

＊
②
〜
④
で
高
齢
者
、
障
害
者
で
重
複
す
る

場
合
は
、
高
齢
者
が
優
先

内
　
容

タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
の
乗
車
運
賃
の
助
成

（
百
円
分
利
用
券
×
百
枚
＝
一
万
円
を
交
付
）

申
　
請

四
月
一
日
（
火
）
以
降
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
伊
豆
長
岡
庁
舎
）、韮
山
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
、

福
祉
課
・
高
齢
者
支
援
課（
大
仁
庁
舎
）

持
ち
物

①
窓
口
へ
申
請
に
来
る
人
の
印
鑑

②
対
象
と
な
る
人
の
証
明
書

（
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
、
身
体

障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
の
う
ち
い
ず
れ
か
）

みんなおいでよ緑のお祭り！

10２００８．４．１いずのくに
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●スポーツ少年団に関する問合せ 社会教育課　電話０５５‐９４８‐１４６１

団体（問合せ） 練習場所 練習日 入団の条件等

（相良）電話０５５‐９４８‐６６６７
長岡体育館 水・金１８：００～２０：００

小学１～６年生の女子、見学大歓迎、
随時入団可、週１回の練習も可

（田村）電話０５５‐９４９‐４９５１

韮山小体育館
韮山体育館　　
韮山南小・大仁北小体育館

月　
木

土・日

１８：３０～２０：３０
１９：００～２１：００
９：００～１７：００

小学１～５年生の男子
学年別練習／１年生週１回・２～３年
生週２回・４年生週３回

（山本）電話０５５‐９４９‐０６１９

韮山小体育館　
韮山体育館　　
韮山南小体育館

月　
木　
土

１８：３０～２１：００
１８：３０～２１：００　
９：００～１３：００

小学１～６年生の女子
見学・体験可、随時入団可

（西島）電話０５５８‐７６‐１５７５
大仁小体育館ほか

火・木　　
土

１９：００～２１：００
１５：００～１８：００

市内在住の元気な小学１年～６年生の男
女、週１回の練習も可、入団についての
問い合わせは電話または練習見学にて可

（岩谷）電話０５５８‐７６‐０８５７

大仁小体育館
大仁北小体育館

月
水

１９：００～２１：００
１９：００～２１：００

原則として市内の小・中学生（男女不問）、
ただし小学生は高学年とします、週１回
の練習も可、随時入団可

（西島）電話０５５８‐７６‐１４６１
市内体育館
大仁体育館

水
土

１９：００～２１：００
１３：００～１７：００

原則として市内の小学生以上（男女不問）、
週１回の練習も可

（戸倉）電話０５５‐９４８‐３９６６
長岡南小グラウンド

火・金を
除く毎日

１８：００～２１：００
主に伊豆長岡地区の元気な小学生（男女
不問）、園児は年中から入団可、週１～
２回学年別練習

（山根）電話０５５‐９４９‐０８８５

韮山小・韮山南小グ
ラウンド、韮山運動
公園多目的広場

土・日・
祝日

９：００～１２：００
韮山小・韮山南小に通う１～６年生（市内他
校区の入団希望者は協議）、入団説明会：４
月１２日（土）９：００～（韮小体育館２階）

（渡辺）電話０５５８‐７６‐０７０２
大仁小グラウンド
大仁神島グラウンド

水　
土
１９：００～２１：００
１３：３０～１６：３０

市内在住の小学生（男女不問）、いつで
も見学・体験可、随時入団可

（菊池）電話０９０‐８３０８‐４１８７
大仁北小グラウンド

土　
日・祝日

８：００～１２：００
１３：００～１７：００

年長園児～小学６年生（男女不問）、随
時入団可

（土屋）電話０５５‐９４７‐１３０４

長岡中体育館
長岡南小体育館

月・木　
土
１８：３０～２１：００
８：４５～１２：００

土曜は第２・第４のみ練習、長岡南小、
長岡北小に通う児童（男女不問）、随時
見学や体験可

（高氏）電話０５５‐９４９‐０２００
韮山小体育館

水　　
土・日

１７：００～１９：００
１３：００～１７：００

小学１～６年生（男女不問）、随時
入団可、入団説明会：４月１２日
（土）１４：００～（韮山小体育館２階）

（飯田）電話０５５８‐７６‐２７５０
大仁中体育館
大仁小体育館

水　　
土

１９：００～２１：００　
８：００～１２：００

大仁地区の小学生（学年・男女不問）、
随時入団可

（鈴木）電話０５５‐９４９‐７５３４
韮山小体育館　
韮山テニスコート

火　
日
１９：００～２１：００
１０：００～１２：００

韮山地区の小学１～３年生（男女不問）、入
団説明会：４月２２日（火）１９：１５～（韮山
小体育館２階）

団体（問合せ） 練習場所 練習日 入団の条件等

（渡邉）電話０５５‐９４８‐４７３９
江間グラウンド

土　
日・祝日

１３：００～１７：００
９：００～１７：００

伊豆長岡地区の小学生（学年・男女不問）、見
学自由、随時入団可、入団説明会：４月１９日
（土）１３：００～（江間グラウンド）

（小林）電話０５５‐９４９‐５１５０
韮山運動公園多目的
広場ほか

土・日・
祝日

８：３０～１６：３０
韮山地区の園児～小学６年生（男女不問）、土曜
日の練習は第２・第４のみ、入団説明会・受付：
４月１３日（日）９：００～（韮山運動公園野球場）

（小森）電話０５５８‐７６‐５３２６
大仁小グラウンド

土
日・祝日

１３：００～１７：００
８：００～１７：００

大仁小・大仁東小に通う１～６年生（男
女不問）、体験入団を随時受付　

（鈴木）電話０５５８‐７６‐０７９６
大仁北小グラウンド

土　
日・祝日

１３：３０～１７：００
９：００～１２：００

大仁北小に通う１～３年生の男子

（岩澤）電話０５５‐９４８‐３１４４
長岡体育館柔道場

火・木・　
金・土

１９：００～２１：００
金曜日は小学３年生以上、祝日は練習休
み、随時入団可

（長嶋）電話０９０‐１２３７‐２５５５
韮山体育館柔道場

火・金
木　
１９：００～２１：００
１９：００～２０：００

小学１年生以上（男女不問）、見学自由、随時
募集、入団説明会：４月２２日（火）・２５日
（金）１９：３０～（韮山体育館柔道場）

（久保田）電話０５５‐９４８‐１８６９
長岡北小体育館　
長岡体育館剣道場

月
木
１９：００～２０：３０
１９：００～２０：３０

小学校１年生～中学生（男女不問）、随時
募集、道衣・防具貸与可

（石井）電話０５５‐９４９‐０４１４
韮山体育館剣道場

水・木　
土
１９：００～２０：３０
１８：３０～２０：３０

水曜は剣道型のみ（自由参加）、園児～一
般まで（男女不問）、随時募集、見学自由、
時間相談可、防具貸与可

（平田）電話０５５‐９４９‐０７８５
韮山南小体育館 火・土１９：００～２０：３０

市内の園児～中学生（男女不問）、見学
自由、随時募集、防具ほか貸与可

（尾鷲）電話０５５８‐７６‐５８９５
大仁武道館 水・金１９：００～２１：００

年長園児以上（男女不問）、見学自由、
随時募集、防具貸与可

（佐々木）電話０５５‐９４９‐５００４
韮山南小体育館 金１９：００～２１：００

園児～大人（男女不問）、型中心、中学生以
下は２０：３０まで、説明会・申込み受付は教
室にて随時

（斉藤）電話０５５‐９４８‐２１８０
長岡体育館剣道場
江間専用道場

水
土
１９：００～２０：３０
１９：００～２０：３０

年長園児以上（男女不問）、中学生以上
も随時募集

（三宅）電話０５５‐９４８‐００３０
長岡南小グラウンド 火・金１９：００～２１：００

小学１年生以上を随時募集、
火曜日は小学３～６年生、金曜日は小学
１～６年生

（斉藤）電話０５５‐９４９‐３９０４
韮山運動公園多目的
広場

月１９：００～２１：００
市内の小中学生（男女不問）、申込み受付：４
月１４日（月）・２１日（月）に韮山運動公園にて
（雨天時は翌週、申込みは基本的に４月中）

伊豆の国市スポーツ少年団では、やる気ある新しい仲間
を募集しています。見学や体験入団なども行われています
ので、興味のある人はぜひ足を運んでみてください。
詳しい内容や入団方法などについては、各団へお問い合

わせください。（市内各小学校にも詳しいチラシがあります）
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三
月
九
日
、
ア
ク
シ
ス

か
つ
ら
ぎ
大
ホ
ー
ル
で
第

六
回
狩
野
川
ク
ラ
シ
ッ
ク

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト

は
、
気
軽
に
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
市
内
在
住
の

ピ
ア
ニ
ス
ト
海
瀬
京
子
さ

ん
と
、
地
元
で
活
動
し
て

い
る
伊
豆
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
管
弦
楽
団
に
よ
る
演

奏
を
行
い
ま
し
た
。
入
場

券
は
完
売
し
、
コ
ン
サ
ー

ト
を
楽
し
み
に
来
場
し
た

お
客
さ
ん
で
開
場
前
か
ら

大
ホ
ー
ル
の
入
口
に
は
長

蛇
の
列
が
で
き
ま
し
た
。

第
一
部
は
海
瀬
さ
ん
に
よ
る

ピ
ア
ノ
ソ
ロ
演
奏
、
そ
し
て
第

二
部
は
伊
豆
フ
ィ
ル
の
演
奏
と

ピ
ア
ノ
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
を
行

い
、
来
場
者
は
本
格
的
な
ク
ラ

シ
ッ
ク
の
音
色
を
心
ゆ
く
ま
で

堪
能
し
ま
し
た
。
演
奏
が
終
わ

る
と
会
場
内
か
ら
盛
大
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

来
場
者
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ

の
部
で
は
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
民
謡
、
着
付

け
な
ど
十
講
座
か
ら
約
百
六
十
人
が
発
表

し
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
そ
れ
ぞ
れ
が
習
得
し

た
技
を
披
露
し
ま
し
た
。

次
は
あ
な
た
の
番
で
す
！

今
年
度
も
生
涯
学
習
講
座（
生
涯
学
習

塾
・
Ｉ
Ｔ
講
座
・
健
康
体
育
講
座
）の
受

講
生
を
募
集
し
ま
す
。
詳
細
は
生
涯
学

習
情
報
誌
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

二
月
二
十
四
日
、
大
仁

市
民
会
館
で
文
化
協
会
ふ

れ
あ
い
祭
芸
能
発
表
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度

は
文
化
協
会
が
部
門
別
制

に
な
っ
て
二
年
目
と
な
り
、

文
化
協
会
加
盟
団
体
相
互

の
交
流
を
さ
ら
に
深
め
よ

う
と
、
芸
能
部
門
の
歌
唱

部
・
舞
踊
部
・
演
奏
部
の
共

催
で
実
施
し
ま
し
た
。

器
楽
演
奏
・
合
唱
・
日
本

舞
踊
・
ダ
ン
ス
な
ど
、
日

ご
ろ
の
練
習
成
果
を
二
十
一
団
体
の
皆
さ

ん
が
発
表
し
、
お
互
い
の
発
表
を
観
賞
し

合
い
ま
し
た
。
企
画
・
運
営
は
参
加
部
門

が
協
同
で
進
め
た
こ
と
で
、
各
部
門
内
の

協
力
体
制
が
い
っ
そ
う
強
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
大
仁
市
民
会
館
ロ
ビ
ー
で
は
文
化

協
会
学
芸
部
展
も
同
時
開
催
し
、
来
場
者

は
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
作
品
を
鑑
賞
し
ま

し
た
。

『立花寿美女
す み じ ょ

の会』の阿波踊り

三
月
二
日
に
昨
年
度
の

生
涯
学
習
塾
合
同
発
表
会

と
閉
講
式
を
、
ア
ク
シ
ス

か
つ
ら
ぎ
で
開
催
し
ま
し

た
。
生
涯
学
習
塾
参
加
者

が
一
年
間
取
り
組
ん
で
き

た
そ
れ
ぞ
れ
の
成
果
を
、

展
示
と
ス
テ
ー
ジ
の
部
で

発
表
し
ま
し
た
。

展
示
の
部
で
は
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
や
写
真
、
書
道
、

生
け
花
な
ど
二
十
六
講
座

か
ら
八
百
点
以
上
の
作
品

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
一

年
間
の
成
果
を
見
よ
う
と
、

３月１６日、環境美化の日
の一環として韮山地区で山間
部不法投棄ごみ回収を実施し
ました。韮山地区の各区から
募ったボランティアと水と緑
を守る会の会員、合わせて
５０人以上が参加しました。
回収を行った場所は、反射

炉の脇の道をしばらく登った
ところにある林道中線と小杉
原線。参加者は４班に分かれ、
２線をそれぞれ両端から徒歩
で進みながら回収しました。
水のせせらぎが聞こえる静か
な林道ですが、斜面を５メー
トル下ると、空き缶や毛布、
壊れたイス・テレビ・トタン・水道管・トイレの便器など、さまざ
まな物が捨てられ、中には異臭がする個所もありました。
参加者は、「まるでごみ捨て場だな」「これだけあると今日だ

けではどうしようもない」など惨状を嘆きながら、急な斜面を下
っては草木をかき分け、ごみを林道に上げる作業を繰り返して
いました。約１時間半の作業で回収されたごみは、燃えるごみ
１，１４０㌔グラム、燃えないごみ１，３９０㌔グラムとなりました。
市では今後も不法投棄監視パトロールを続けていきます。

三
月
十
六
日
に
、
ア
ク
シ

ス
か
つ
ら
ぎ
大
ホ
ー
ル
で
、

第
二
回
ア
ク
シ
ス
合
唱
祭
を

開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
合
唱
祭
に
は
、
地
元

で
活
躍
し
て
い
る
伊
豆
新
世

紀
創
造
祭
記
念
合

唱
団
と
韮
山
混
声

合
唱
団
、
そ
し
て

こ
の
合
唱
祭
の
た

め
に
公
募
で
結
成

さ
れ
た
伊
豆
の
国

市
混
声
合
唱
団
が

出
演
し
ま
し
た
。

そ
し
て
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と

し
て
、
松
下
耕
先
生
が
指
揮
す

る
、
室
内
合
唱
団
Ｖ
Ｏ
Ｘ

ヴ

ォ

ク

ス

Ｇ
Ａ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ａ

ガ

ウ

デ

ィ

オ

ー

ザ

が
出
演
し

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
合
唱
団

の
演
奏
が
終
わ
る
と
、
会
場
か

ら
は
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

平
成
二
十
一
年
に
静
岡
県
で

開
催
さ
れ
る
国
民
文
化
祭
の

『
合
唱
の
祭
典
』
を
ア
ク
シ
ス

か
つ
ら
ぎ
で
開
催
し
ま
す
。
こ

の
合
唱
の
祭
典
で
は
、
今
回
室

内
合
唱
団
Ｖ
Ｏ
Ｘ
　
Ｇ
Ａ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ａ

で
指
揮
を
振
っ
た
松
下
耕
先
生
に
よ
る
創

作
曲
が
演
奏
さ
れ
る
予
定
で
す
。

今
年
の
十
一
月
に
は
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
、
現
在
そ
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
で
演

奏
す
る
国
民
文
化
祭
記
念
合
唱
団『
伊
豆
の

国
』を
募
集
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
ア
ク
シ

ス
合
唱
祭
を
観
て
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
て
歌

っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
人
は
ぜ
ひ
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。（
詳
細
は
十
六
ペ
ー
ジ
）

市
内
在
住
の
ピ
ア
ニ
ス
ト

海
瀬
京
子
さ
ん
と
伊
豆
フ

ィ
ル
と
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト

さまざまなごみを
懸命に拾う参加者

上：展示された力作に、来場者は感
嘆の声をあげていました

下：「私たちこんなに優雅に踊れる
ようになりました」

練
習
の
成
果
を
十
分
発
揮
し

た
伊
豆
の
国
市
合
唱
団
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六
月
十
九
日
ま
で
に
施
行
さ

れ
ま
す
。

【
変
更
点
】

●
自
転
車
の
歩
道
通
行
は
、

道
路
標
識
等
で
定
め
ら
れ
て

い
る
場
合
の
み
認
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、『
運
転
者
が

児
童
、
幼
児
（
十
三
歳
未
満

の
者
）
等
の
場
合
』『
車
道

又
は
交
通
の
状
況
か
ら
み
て

や
む
を
得
な
い
場
合
』
が
加

わ
り
ま
し
た
。

●
児
童
、
幼
児
を
自
転
車
に

乗
用
さ
せ
る
と
き
は
、
乗
車

用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
せ
る

よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

A J

アクシスかつらぎ、
韮山時代劇場からの
イベント情報発信！

は、市内四日町地区の韮山小学校北側の
道路です。図で示した区間は、平日の朝

７～８時の間、『指定方向外進行禁止』の交通規制
がかかり、軽車両（自転車やリアカーなど）を除く
歩行者用道路となりますので、注意してください。
また、韮山小学校への通学路でもあるため、こ

の時間帯だけでなく通行の際には十分注意してく
ださい。

道
路
脇
に
桜
の
花
が
咲
い

て
い
る
と
き
れ
い
で
す
が
、
枝

が
走
路
上
に
張
り
出
し
、
道
路

を
覆
っ
て
し
ま
う
と
通
行
の
妨

げ
と
な
り
ま
す
。
先
日
、
大
き

く
育
っ
た
桜
の
枝
の
剪
定
せ
ん
て
い

を
し

ま
し
た
。
道
路
上
に
切
り
落
と

し
た
枝
を
車
に
積
み
込
む
作
業

は
危
険
を
伴
い
ま
す
。
通
行
車

両
に
注
意
し
な
が
ら
、
自
分
の

安
全
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

そ
ん
な
時
、
一
台
の
車
両

が
私
に
罵
声
を
浴
び
せ
な
が

ら
通
過
し
て
行
き
ま
し
た
。

急
い
で
い
て
イ
ラ
イ
ラ
し
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
若
い
女
性

ド
ラ
イ
バ
ー
で
し
た
。
ハ
ン

ド
ル
を
持
つ
と
人
が
変
わ
る

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
彼
女
も

家
や
職
場
で
は
や
さ
し
い
女

性
で
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
も
こ
の
よ
う
な
時

は
、
速
や
か
に
作
業
を
終
わ

ら
せ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
く
、
自
分
と
相
手
の
安
全

第
一
の
対
策
を
講
じ
る
必
要

性
を
感
じ
ま
し
た
。

（
市
内
在
住
　
交
通
指
導
員

安
藤
さ
ん
／
男
性
）

時間規制に注意！
指定方向外進行禁止
（７：００～８：００）

＊市内には他にも時間規制区域があります。住居等の
関係で規制区域を通行しなければならない場合は、
許可証が必要になります。詳細は、大仁警察署交通
課（電話０５５８‐７６‐０１１０）に問い合わせてください。

募集期間 ４月３０日（水）まで
応募条件 小学生以上で、１１月３０日（日）の第２４回

国民文化祭・しずおか２００９『合唱の祭典』プ
レイベントに参加できる人

申込方法 応募用紙に必要事項を記入して、郵送・電
話・ＦＡＸで申し込み

練習日時 結団式５月１３日（火）１９：００～
以降毎週火曜日１９：００～２１：００

練習場所 アクシスかつらぎ
参加費 一般３，０００円　高校生以下１，０００円
演奏曲 しずおかうたメドレー
申込み・問合せ

第２４回国民文化祭伊豆の国市実行委員会事務局
（文化振興課）〒４１０‐２２０１伊豆の国市古奈２５５
電話０５５‐９４８‐０２２５　ＦＡＸ０５５‐９４８‐０８５５

アクシスの夕べＰａｒｔ．４４～サクソフォン編～
と　き　４月１２日（土）開場１８：３０開演１９：００
ところ　アクシスかつらぎ多目的ホール
出　演　矢辺新太郎
入場料 無料
問合せ アクシスかつらぎ　電話０５５‐９４８‐０２２５

新
し
い
春
を
迎
え
、
市
内
の
各

中
学
・
高
校
に
新
た
な
自
転
車
通

学
の
生
徒
た
ち
が
加
わ
り
ま
す
。

朝
夕
の
時
間
帯
は
、
市
内
各
地
を

多
く
の
自
転
車
利
用
者
が
通
行
し

て
い
ま
す
。
ま
た
気
温
が
暖
か
く

な
る
と
自
転
車
で
出
か
け
る
人
も

増
え
ま
す
。
交
通
量
の
多
い
道
路

や
主
要
交
差
点
を
縦
横
無
尽
に
駆

け
抜
け
て
い
く
自
転
車
で
す
が
、

危
な
い
場
面
を
よ
く
目
に
し
ま

す
。道

路
交
通
法
で
は
自
転
車
は
軽

車
両
で
あ
り
、
道
路
の
左
側
に
寄

っ
て
通
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
飲
酒
運
転
、
無
灯
火
運
転
、

並
列
運
転
は
道
路
交
通
法
違
反
で

す
。
県
で
は
、
自
転
車
の
並
列
運

転
対
策
と
し
て
『
自
転
車
カ
ル
ガ

モ
作
戦
の
推
進
』
を
交
通
安
全
運

動
の
重
点
項
目
と
し
て
い
ま
す
。

家
庭
や
地
域
で
も
自
転
車
の
危

険
な
運
転
を
見
か
け
た
ら
、「
危

な
い
よ
、
気
を
つ
け
て
運
転
し
よ

う
ね
」
と
一
声
か
け
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
交
通
安
全
対
策
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

昨
年
六
月
の
道
路
交
通
法
の
改

正
に
よ
り
自
転
車
の
通
行
等
に
関

す
る
ル
ー
ル
が
改
正
さ
れ
、
今
年

期間中は、飲酒運転の根絶、自転車の安全利
用の推進、全ての座席のシートベルトとチャイ
ルドシートの正しい着用の徹底等に重点を置い
た運動が展開されます。
交通ルールと交通マナーを守り、交通事故に

遭わないよう十分注意しましょう。

安全は　自ら　うちから　地域から

春の全国交通安全運動
４月６日（日）～１５日（火）

＊昨年度市内小学校５年生を対象に交通安全標語コ
ンクールを実施しました。今年度は優秀作品１２
作品を毎号１作品ずつ掲載していきます。

守ろうよ　小さな注意で　大きな命

高橋賢太（韮山南小）

ピ
ー
ス
ケ

ピ
ー
コ

問合せ 安全対策課
電話０５５‐９４８‐１４１２

国民文化祭記念合唱団
『伊豆の国』団員募集

伊豆の国市では、国民文化祭・しずおか２００９におい
て『合唱の祭典』の開催が予定され、全国各地から多く
の人たちが集まり、合唱を通じて文化の交流を行いま
す。そのプレイベントとして平成２０年１１月３０日（日）
にアクシスかつらぎで、静岡県芸術祭合唱コンクール
が行われます。そこで、このプレイベントに出演する
国民文化祭記念合唱団『伊豆の国』の団員を募集します。

平成２１年１０月２４日（土）～
１１月８日（日）まで、静岡県
で国内最大の文化イベント
『第２４回国民文化祭・しずお
か２００９』が行われます。
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今月の

新着本

｢研ぎ師太吉｣

山本一力／新潮社

誰にでも、きらりと光
る過去がある…。生業

なりわい

は、錆
さ

びた刃物と事件
の研ぎ師。料理人だった父親の形見
の出刃包丁を持ち込んだ娘。その一
言からはじまる深川人情推理帖。

【韮山・長岡図書館所蔵】

「子子家庭は波乱万丈　ドイ

ツ、オーストラリア旅物語」

赤川次郎／新潮社

両親が同じ日に別々に
家出、残された姉弟が

家を守る『子子家庭』。小学６年の律
子と３年の和哉が海外に！小説とエ
ッセイでより深くヨーロッパを楽し
む趣向。 【韮山・長岡図書館所蔵】

１，０００年後の日本。子供たちは大
人になるため『呪力』を手に入れな
ければならない。見せかけの平和
が崩れ忌まわしい伝説が『実体』と
なって町に迫る。著者３年ぶりの
長編小説。【中央・韮山図書館所蔵】

「新世界より　上、下」
貴志祐介／講談社

｢歴史を記録する｣

吉村昭／河出書房新社

桜田門外３月３日、雪
は何時にやんだのか？
それがわからないと小

説は書けない。史料を徹底的に調べ、
現地に何度も足を運ぶ。記録・歴史
文学の第一人者が語った小説の舞台
裏。 【中央図書館所蔵】

｢禁断のパンダ｣

拓未司／宝島社

柴山幸太は神戸でビス
トロを営む新進気鋭の
料理人。知人の結婚披

露宴で人間離れした味覚を持つ料理
評論家と出会う。その翌日男性の刺
殺体が発見され…。三つ星の美食ミ
ステリー。 【韮山図書館所蔵】

「ときそば｣

川端誠／クレヨンハウス

江戸の昔、夜には屋台
のそば屋が町に出る。
ある寒い夜、そばをう

まそうにたいらげた男、さて勘定と
なり、小銭を１枚ずつ数えながら
「いま何時だい？」。大人も楽しめる
落語絵本。【中央・長岡図書館所蔵】

【中央図書館】電話０５５８‐７６‐５５６６

休館日４月７日（月）･１４日（月）
２１日（月）･２５日（金）
２８日（月）･２９日（火）

問合せ

【長岡図書館】電話０５５‐９４７‐２３６４

休館日４月７日（月）･１４日（月）
２１日（月）･２５日（金）
２８日（月）･２９日（火）

【韮山図書館】電話０５５‐９４９‐８６０５

休館日４月２日（水）･９日（水）
１６日（水）･２３日（水）
２５日（金）･２９日（火）
３０日（水）

旧大仁町史編さん進む

問合せ　社会教育課　
電話０５５‐９４８‐１４６１

その36

◆新社会人のための仕事の基本　ビジネスマナー編
【韮山図書館所蔵】

◆超売れ筋ビジネス書１０１冊　５分で身につく！
◆１人暮らしの防犯マニュアル　かんたんな工夫で
身を守る！　　　　　　　　　【中央図書館所蔵】

大
仁
は酒

造
り
が
盛
ん
な
地
域

日
大
駿
河
文
庫
に
あ
る
小
海

相
磯
家
文
書
に
よ
れ
ば
、
明
治

十
二
年
（
一
八
七
九
）
の
伊
豆
国

で
の
総
酒
造
量
は
三
百
五
十
石

七
斗
九
升
（
一
石
＝
約
百
八
十
リ

ッ
ト
ル
＝
玄
米
で
二
千
九
百
九

石
）
で
、
酒
造
家
一
人
当
た
り
で

は
、
広
大
な
面
積
の
三
島
市

に
次
い
で
、
大
仁
町
が
第
二

位
と
な
っ
て
い
ま
す
（
表
１
）。

大
仁
地
域
の
酒
造
り
が
い
か

に
盛
ん
で
あ
っ
た
か
が
分
か

り
ま
す
。
こ
れ
は
深
沢
川
水

系
の
良
質
で
豊
富
な
水
が
あ

っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

調
査
で
分
か
っ
て
き
た
大

◆あと３０年をたのしむ定年力【長岡図書館所蔵】
◆定年前・定年後　新たな挑戦「仕事・家庭・社会」

【中央図書館所蔵】

◆定年後の居場所を創る　背広を脱いだ６１人の実践
ファイル　◆定年後大全２００７－２００８　セカンドライ
フをいきいき過ごす５１の知恵　　【韮山図書館所蔵】

仁
の
酒
造
会
社
を
紹
介
し
ま
す
。

脇
田
醸
造
場
（
三
福
村
）

脇
田
源
八
が
明
治
五
年
（
一
八

七
二
）に『
脇
田
酒
造
店
』と
し
て

開
業
。
大
正
四
年
当
時
は
石
炭
・

水
力
・
電
気
を
使
用
し
、
従
業
員

五
十
人
、
年
生
産
額
十
万
二
千

五
百
円
。
大
正
九
年
、
二
十
三

代
当
主
脇
田
信
吾
が
資
本
金
五

百
万
円
で『
東
洋
醸
造
株
式
会
社
』

を
設
立
。
以
後
『
力
正
宗
』
を
開

発
。
太
平
洋
戦
争
当
時
は
軍
需

工
場
と
な
っ
て
ア
セ
ト
ン
や
ブ

タ
ノ
ー
ル
を
生
産
し
た
が
、
戦

後
酒
造
業
に
戻
る
。
そ
の
後
、

缶
入
り
チ
ュ
ー
ハ
イ
の
第
一
号

『
ハ
イ
リ
ッ
キ
ー
』
や
医
薬
品
な

ど
も
生
産
。
平
成
四
年
、
旭
化

成
と
合
併
し
旭
化
成
フ
ァ
ー
マ

大
仁
支
社
と
な
る
。

井
上
商
店
（
守
木
村
）

井
上
家
は
田
中
村
の
旧
家
で
、

明
治
十
三
年
（
一
八
八
五
）
に
井

上
菊
太
郎
が
『
井
上
醸
造
所
』
と

し
て
開
業
。
昭
和
五
年
の
『
日
本

更
生
史
』
に
よ
れ
ば
、
年
生
産
高

三
百
石
。
品
質
優
良
で
、
各
地

の
品
評
会
で
常
に
賞
を
受
賞
。

杉
原
醸
造
所
（
田
中
村
）

明
治
二
十
年（
一
八
八
七
）、
吉

田
村
の
杉
原
喜
重
が
『
清
酒
・
焼

酎
醸
造
所
』
と
し
て
開
業
。
電
気

を
使
用
し
、
大
正
四
年
当
時
従

業
員
十
三
人
、
生
産
額
八
百
円
。

旧
大
仁
町
の
他
の
村
々
で
も

酒
造
量
が
多
い
こ
と
（
表
２
）や
、

昭
和
二
十
八
年
に
は
大
仁
・
吉

田
・
神
島
の
三
区
は
、
東
洋
醸
造

に
出
荷
す
る
甘
藷

か
ん
し
ょ

を
栽
培
す
る

た
め
、
田
中
山
の
六
十
町
歩
を

開
墾
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
、
大
仁
地
域
は
明

治
以
降
、
酒
造
が
盛
ん
な
地
域

で
あ
っ
た
こ
と
が
資
料
の
上
で

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

平成１７年度から始まった旧大仁町史の編纂
へんさん

事業は、今年で４年目を迎えます。旧大仁町
史は、資料編３巻（原始～中世、近世、近・現
代）と通史編２巻（原始～中世、近・現代・民俗）
の計５巻の予定で順次発行していく計画です。
第１巻目の資料編『近世資料』は資料調査がす
でに７０％完了していて、今年度には発行でき
る見込みとなりました。
このうち、最も作業が進んでいる近世と

近・現代に関わる資料として、旧大仁町の酒造
りに関するものを紹介します。

（
表
２
）
酒
類
醸
造
人
石
高
・
名
前
簿

旧
大
仁
町
分

（
表
１
）
酒
類
醸
造
人
石
高
・
名
前
簿

に
よ
る
旧
町
別
酒
造
高

今秋開催の市民文化祭を企画段階
から形づくっていく，市民からのボ
ランティア実行委員を募集します。
任　期 ５月～１２月
内　容 月２回程度の打合せを行

い、展示・芸能の各部門の
運営を行う。

申込み ４月３０日（水）までに社会教育課に電
話で申し込んでください。申し込み多
数の場合は抽選。

その他 委員は安全保険に加入します。
問合せ 社会教育課　電話０５５‐９４８‐１４６１

吉田村 山本与四郎 １４３石
吉田村 駒坂庄兵衛 ２２石１００
吉田村 穂積忠吉 １３８石１２５
三福村 遠藤与惣右衛門 １２１石５５０
三福村 脇田源八 １１０石５００
神島村 大沼三左衛門 １６石５１５
白山堂村 井上菊太郎 ３３石
田京村 相原藤右衛門 １１０石
守木村 長島為七 ２２石１００

旧町名 人数 １人当たり平均
三島市 １０ ７７．２石
大仁町 ９ ７２．２石
熱海市 ４ ６７．０石
函南町 １ ５８．５石
韮山町 ９ ４７．１石
伊豆長岡町 ３ ２６．７石
修善寺町 ９ ２５．６石
天城湯ヶ島町 ３ １８．３石
中伊豆町 ２ １７．５石
伊東市 ９ １６．０石
賀茂郡 ３ １６．０石
土肥町 ３ ７．２石

村名 酒造家名 酒造量
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最
終
回
　

歯
周
疾
患
検
診

結
果
発
表

今
回
は
、
昨
年
度
に
受
診
さ
れ
た
市
の
歯
周

疾
患
検
診
の
集
計
結
果
を
お
伝
え
し
ま
す
。

平
成
十
九
年
度
歯
周
疾
患
検
診
受

診
者
は
八
百
二
十
四
人
で
、
年
齢
別

受
診
人
数
は
、
図
１
の
と
お
り
。
六

十
代
が
最
も
多
く
、
七
十
、
五
十
、

四
十
代
も
そ
れ
に
続
き
、
中
高
年
の

歯
周
病
予
防
へ
の
意
識
の
高
さ
が
見

え
る
一
方
、
三
十
代
以
下
の
若
い
人

の
意
識
は
ま
だ
低
い
よ
う
で
す
。

歯
周
の
状
態
に
つ
い
て
は
図
２
の

と
お
り
で
、
健
全
な
人
は
わ
ず
か
一

割
、
残
り
九
割
は
な
ん
ら
か
の
異
常

が
発
見
さ
れ
、
そ
の
う
ち
五
割
の
人

に
は
歯
周
病
進
行
の
サ
イ
ン
で
あ
る

歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
＊
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
結
果
を
受
け
、
必
要

な
人
に
は
歯
科
医
か
ら
早
め
の
治
療

や
指
導
が
さ
れ
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
で
お
い

し
い
も
の
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
、
定
期
的
な
検
診
を
受
け
て
、

歯
周
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

市
の
歯
周
疾
患
検
診
は
毎
年
五

月
か
ら
始
ま
り
、
市
内
の
各
歯
科

医
院
で
受
診
で
き
ま
す
。
ま
だ
検

診
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
人
は
、

ぜ
ひ
健
康
づ
く
り
課
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問合せ　
健康づくり課

電話０５５８‐７６‐８０１４　

図１ 年齢別受診人数

図２ 歯周の状態

＊
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
っ
て
？
…
歯
と

歯
ぐ
き
の
境
目
の
溝
の
こ
と
で
、

深
く
な
る
と
口
内
の
汚
れ
が
た
ま

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
健
康
な
歯

ぐ
き
で
は
一
〜
二
�l
、
中
程
度
の

歯
周
炎
が
あ
る
と
三
〜
五
�l
、
歯

周
病
が
進
行
し
た
状
態
だ
と
六
�l

以
上
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

広
い
世
界
で
も

自
信
と
誇
り
を
持
っ
て

内
山

う
ち
や
ま

守
ま
も
る

元
大
仁
小
学
校
田
中
山
分
校

分
校
主
任
（
教
諭
）

さ
ん

ＭＹ　ＷＡＹ

昭
和
五
十
二
年
に
教
師
に
な
っ
て

以
来
、
旧
田
方
郡
周
辺
の
小
学
校
を
歴

任
し
て
き
た
内
山
さ
ん
。
平
成
十
八
年
、

教
師
生
活
二
十
八
年
目
の
赴
任
先
は
、

初
め
て
の
分
校
勤
務
で
し
た
。

田
中
山
分
校
は
昭
和
二
十
三
年
に
創

立
、
昭
和
三
十
年
代
に
は
九
十
人
以
上

だ
っ
た
児
童
数
も
そ
の
後
減
り
続
け
、

内
山
さ
ん
が
赴
任
し
て
き
た
と
き
に
は

す
で
に
全
校
六
人
の
複
式
学
級
で
し
た
。

「
最
初
は
、
正
直
言
っ
て
面
食
ら
い

ま
し
た
」
と
、
内
山
さ
ん
は
当
時
を
振

り
返
り
ま
す
。「
で
も
そ
の
う
ち
、
人
数

が
多
く
て
も
少
な
く
て
も
一
人
ひ
と
り

を
大
切
に
し
て
く
と
い
う
教
育
の
基
本

は
同
じ
だ
、
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
い

た
ん
で
す
」。

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
十
六
時

四
十
五
分
、
内
山
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て

校
門
が
施
錠
さ
れ
、
田
中
山
分
校
六
十

年
の
歴
史
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
最
後

の
五
人
の
児
童
た
ち
も
小
さ
な
分
校
を

巣
立
ち
、
四
月
か
ら
大
仁
中
学
校
と
い

う
広
い
世
界
で
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。

「
彼
ら
に
は
、
分
校
で
学
ん
だ
こ
と

に
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
ほ
し
い
。
五

人
で
過
ご
し
た
貴
重
な
体
験
を
大
勢
の

中
で
も
い
か
し
て
ほ
し
い
」。
最
後
の
児

童
た
ち
に
託
す
内
山
さ
ん
の
思
い
は
き

っ
と
、
す
べ
て
の
田
中
山
分
校
卒
業
生

か
ら
の
思
い
で
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

市では、子育てを支援する『地域子育て支援センター』を３カ
所開設しています。
親子で来園して楽しく遊んだり、友達を作ったり、保護者の

育児情報交換の場としてご利用ください。市内に住所があり、
小学校就学前までの幼児と保護者なら、どなたでも無料で利用
できます。
また『子育て相談』もありますので、お気軽にどうぞ。

（ひまわり保育園大仁分園
地域子育て支援センター）

大仁２２９‐１ 電話０５５８‐７６‐１１７３
月～金９：００～１１：３０、１３：３０～１６：００

（祝日除く）

１１日（金）１０：３０～リズムであそぼ！
１４日（月）１０：００～

こいのぼりを作ろう（２、３歳）
１５日（火）１０：００～

こいのぼりを作ろう（０、１歳）
１７日（木）１０：３０～星のおはなし会
２４日（木）避難訓練
■行事の時間はいずれも午前中

（地域子育て支援センターすみれ）
四日町２３４‐１電話０５５‐９４９‐０８２３
月～金９：００～１１：３０、１３：３０～１６：００

（祝日除く）

３日（木）手形を押そう
４日（金）手形を押そう
８日（火）絵本の読み聞かせ
１１日（金）リズム遊び
１５日（火）誕生会
１８日（金）製作
２２日（火）避難訓練
２５日（金）身体測定
３０日（水）クリーン作戦
■行事の時間はいずれも午前中詳しくは各園まで

お問い合わせ
ください。

（慈恩保育園地域子育て支援センター）
白山堂１７１‐２電話０５５８‐７６‐２５５２
月～金９：００～１７：００（祝日除く）
（園庭開放は９：００～１１：３０）

２７日（日）花まつり
＊事前申し込みが必要

●天気の良い日は園庭で絵本や紙
芝居の読み聞かせをしています。
●相談専用電話では、子育ての悩
み相談に、専門の保育士が応じ
ます。ご利用ください。
相談専用電話０５５８‐７６‐２６５６

最
終
回

狩
野
川
河
川
敷
に
は

野
鳥
が
い
っ
ぱ
い

皆
さ
ん
は
、
中
島
グ
ラ
ウ
ン
ド
付
近
の
狩

野
川
河
川
敷
（
上
地
図
）
へ
行
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
？
こ
こ
は
、
知
ら
れ
ざ
る
野
鳥
の

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
。
双
眼
鏡
と
鳥
類

図
鑑
を
片
手
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

現
地
へ
は
徒
歩
で
も
行
け
ま
す
が
、
四
輪

駆
動
車
で
河
川
敷
の
未
舗
装
路
を
走
れ
ば
、

ガ
タ
ゴ
ト
道
に
子
ど
も
は
大
興
奮
。

広
い
中
島
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
人
気

ひ
と
け

の
な
い
と
き
は
、
山
間
部
に
住
む

ト
ン
ビ
が
群
れ
て
舞
い
降
り
る
様
子
が
観
察
で
き
ま
す
。

水
際
に
行
け
ば
、
対
岸
に
鮎
の
稚
魚
を
食
べ
て
し
ま
う
害
鳥
・
カ

ワ
ウ
も
い
ま
す
が
、
無
害
な
カ
モ
が
泳
ぐ
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。
カ
モ

は
、
警
戒
も
せ
ず
愛
嬌

あ
い
き
ょ
う

た
っ
ぷ
り
に
近
づ
い
て
く
る
の
で
、
運
が
よ

け
れ
ば
目
前
で
じ
っ
く
り
観
察
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
＊
害
鳥

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
野
生
生
物
で
す
の
で
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

こ
ん
な
に
近
く
で
野
鳥
を
見
る
機
会
は
め
っ
た
に
な
い
の
で
、
子

ど
も
た
ち
も
大
喜
び
。
た
だ
し
、

川
の
中
は
深
く
流
れ
の
速
い
と

こ
ろ
も
あ
り
危
険
な
上
、
釣
り

等
漁
業
行
為
に
は
狩
野
川
漁
協

の
入
漁
証
が
必
要
で
す
の
で
、

む
や
み
に
川
に
入
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

自
然
界
の
ル
ー
ル
を
破
ら
な

い
よ
う
気
を
配
り
つ
つ
、
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
野
鳥
の
生
活

を
覗
い
て
み
る
の
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

愛嬌たっぷりに寄ってくる
カモとふれあってみては



安全な場所に避難してから通報しま
しょう。出動範囲は伊豆の国市、伊豆市、函南町です。
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第１２回鯉のぼりフェスタ
ご家族お誘い合わせてお越しくだ

さい。（入場無料）
とき／４月２７日（日）１０：００～１３：
００　＊予備日４月２９日（火）
ところ／狩野川ふれあい広場
内容／軽スポーツ、親子チャレンジ
ランキングコーナー等
問合せ／ＮＰＯ法人清水町体育協会
電話０５５‐９８１‐５３０５

いっこく堂ＶＳ
ＴＨＥＮＥＷＳＰＡＰＥＲ

とき／６月２９日（日）開演１７：３０
ところ／裾野市民文化センター
チケット／前売３，５００円（全席指定）
その他／未就学児は入場できません
が、無料託児サービスがあります。
＊前日までにお申し込みください。
申込み・問合せ／裾野市民文化セン
ター　電話０５５‐９９３‐９３００

花と緑のミニ講習会、せり市、○×
クイズ、緑の相談コーナー、地産地
消（軽食）コーナー、お楽しみ抽選コ
ーナー、フリーマーケットなど
問合せ／三島市水と緑の課
電話０５５‐９８３‐２６４２

春のみどりまつり
当日受付のできる講座も多数あり

ます。花と緑のあふれる豊かな暮ら
しをしませんか。
とき／４月２６日（土）・２７日（日）、
９：３０～１７：００（２７日は１６：００まで）
ところ／キラメッセぬまづ（多目的
ホール東側半面及び屋外東側）
内容／緑のオークション（２７日１２：
００から）、堆肥の無料配布（両日２
回、先着各１２０人）、客土の無料配
布（両日の９：３０から１人２０�‘限り、
先着各５００人）、園芸市、地場産品
市、おたのしみ抽選会
申込み・問合せ／沼津市緑地公園課
電話０５５‐９３４‐４７９６

春季弘法忌『湯汲
く

み式』
春のお弘法さんと呼ばれ親しまれ

ている『湯汲
く

み式』。そろいの着物姿
の約３０人の湯汲み娘が、独鈷

とっこ

の湯
で僧りょから手桶に湯を汲んでもら
い、稚児などと一緒に約２５０人の行
列で温泉街をパレードします。
とき／４月２１日（月）１３：３０～
ところ／伊豆市修善寺温泉街
問合せ／伊豆市観光協会修善寺支部
電話０５５８‐７２‐２５０１

三島みどりまつり
とき／４月５日（土）・６日（日）９：００
～１６：００
ところ／三島市長伏公園
内容／草花・庭木・園芸資材・竹細
工・金魚の展示と即売、新鮮野菜の
即売市、花苗・苗木・植土の無償配布、

生
後
九
十
一
日
以
上
の
犬
に
つ
い
て
、
登
録
と
年
一
回
の
狂
犬
病

予
防
注
射
を
受
け
る
こ
と
は
飼
い
主
の
義
務
で
す
。
小
型
犬
や
室
内

犬
も
同
様
に
登
録
と
年
一
回
の
予
防
注
射
を
受
け
な
い
と
、
狂
犬
病

予
防
法
違
反
に
な
り
ま
す
。

市
で
は
、
左
表
の
と
お
り
登
録
と
注
射
を
行
い
ま
す
の
で
、
都
合
の
良

い
会
場
へ
愛
犬
と
一
緒
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
予
防
注
射
の
み

を
受
け
る
場
合

登
録
が
済
ん
で
い
る

飼
い
主
は
、
市
役
所
か

ら
郵
送
さ
れ
る
案
内
の

ハ
ガ
キ
を
必
ず
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

【
持
ち
物
】
案
内
ハ
ガ
キ
、

愛
犬
手
帳
ま
た
は
愛
犬

カ
ー
ド
、
注
射
料

注射料３，３２０円

▼
登
録
と
注
射
を
受
け
る
場
合

犬
の
登
録
を
し
て
い
な
い
飼

い
主
は
、
直
接
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

【
持
ち
物
】
登
録
料
、
注
射
料

▼
犬
が
死
亡
し
て
い
る
場
合

集
合
注
射
会
場
か
環
境
政
策

課
、
各
庁
舎
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

に
鑑
札
と
狂
犬
病
予
防
注
射
済

票
を
返
納
し
て
く
だ
さ
い
。

登録料＋注射料６，３２０円

問合せ　環境政策課　電話０５５‐９４９‐６８０４

平成２０年度 狂犬病予防集合注射 日程表
＊
狂
犬
病
予
防
注
射
は
飼
い
主
の
義
務
で
す
。
今
回
の
集
合
注
射
以
外
で
も
、
各
動
物
病
院
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
！

と　き ところ

（土）

９：００～１０：３０ 市役所韮山庁舎
１０：４５～１１：１５ ＪＡ伊豆の国本店
１３：００～１３：１５ 大仁公民館
１３：３０～１４：００ 三福公民館
１４：１０～１４：５０ 市役所大仁庁舎
１５：００～１５：３０ 守木公民館

（月）

９：００～ ９：１５ 星和立花管理事務所
９：３０～１０：００ 中公民館
１０：１５～１０：４５ 四日町公民館
１１：００～１１：２０ 原木公民館
１３：３０～１３：４５ 高原公民館
１４：００～１４：２５ エメラルドタウン管理組合事務所

（火）

９：００～ ９：３０ 中条公民館
９：４５～１０：１５ 寺家公民館
１０：３０～１１：１０ 奈古谷公民館
１３：００～１３：３０ 千代田公民館
１３：４５～１４：２０ 旧長岡方面隊第６分団詰所前
１４：４０～１５：００ 長岡区民館

（水）

９：２０～ ９：３０ 下畑公民館
９：５０～１０：２０ 中島公民館
１０：３５～１０：５５ 神島集会センター
１１：１０～１１：３０ 宗光寺公民館

（木）

９：２０～ ９：４０ 田中山公民館
１０：００～１０：４０ 浮橋公民館
１０：５０～１１：０５ 田原野公民館
１１：１５～１１：３０ 長者原公民館
１１：４０～１１：５５ 板橋集会所

（月）

９：００～ ９：３０ 江間防災センター
９：５０～１０：２０ アクシスかつらぎ南側駐車場
１０：３５～１０：５５ 天野公民館
１１：１０～１１：２５ 小坂公民館
１３：１５～１４：１５ 市役所伊豆長岡庁舎
１４：３０～１５：００ 狩野川さくら公園

愛
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

田方消防本部では４月から、Ｅメールに
よる１１９番通報の受け付けサービスをスタ
ートします。対象者は、耳が不自由な人、
発声が困難な人などです。ご利用ください。

＊これまでのＦＡＸによる通報（ＦＡＸで１１９番に送信）も継続します。

①登録申請

②専用アドレスの通知

２　登録完了後、災害発生時にご利用ください。

利用登録者

田方消防本部利用申請者

②Ｅメールによる通報

③詳細確認や出動通知の返信メール

④
出
動
命
令

⑤出動！！

通信指令室

田方消防本部

①
災
害
発
生
！

登録制にするのは、いたずら
メール等を防ぐためです。届出書は各消防署、市役所にあります。
田方消防本部ホームページ（下記）からもダウンロードできます。

電話０５５８‐７５‐０１１９　ＦＡＸ０５５８‐７６‐０９９１
Ｅメールkeibou@tagata-fd.jp    http://www.tagata-fd.jp

問合せ　田方消防本部

１　ご利用前にまず登録を！

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
健
康
づ
く
り
と

病
気
予
防
の
た
め
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
に

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

申
込
み

国
保
年
金
課（
伊
豆
長
岡
庁
舎
内
）

大
仁
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

韮
山
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

＊
国
民
健
康
保
険
証
を
持
参
し
て
直
接
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
請
後
に
受
診
日
を

決
め
ま
す
。

問
合
せ

国
保
年
金
課

電
話
０
５
５（
９
４
８
）２
９
０
５

対
象
と
な
る
条
件

・
一
年
以
上
継
続
し
て
伊
豆
の
国
市
の
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
こ
と

・
国
民
健
康
保
険
税（
料
）を
完
納
し
て
い
る
こ
と

・
平
成
二
十
年
四
月
一
日
現
在
で
満
三
十
歳
以
上

・
当
該
年
度
に
お
い
て
未
助
成
者
で
あ
る
こ
と

＊
七
十
五
歳
以
上
の
人
は
人
間
ド
ッ
ク
は
受
診
で
き

ま
せ
ん
。
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
特
定
健
診
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

＊
特
定
健
診
と
人
間
ド
ッ
グ
の
両
方
を
受
け
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

受
診
で
き
る
病
院
等

長
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

伊
豆
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー

東
部
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

中
伊
豆
温
泉
病
院

慶
応
義
塾
大
学
月
が
瀬
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

国
際
医
療
福
祉
大
学
付
属
熱
海
病
院

自
己
負
担
額

一
万
円（
助
成
額
二
万
九
千
二
百
円
）

申
込
み
期
間

平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
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お・知・ら・せ お・知・ら・せ

最近の死亡統計をみると、死亡患者
が増加の傾向にあるのが『がん』であり、
中でも罹患

り かん

率・死亡率が高いのが食道
がんや胃がんです。地域がん診療拠点
病院としてがん治療に取り組む順天堂
大学静岡病院が、がんの早期発見・早
期治療を目指し、市民公開講座を開催
します。（参加無料）
とき／５月８日（木）１８：００～
ところ／順天堂大学静岡病院第１会議室
講師／佐藤浩一先生（同病院外科教授）
演題／食道がん・胃がん治療の最前線
問合せ／順天堂大学静岡病院医療連携室
電話０５５‐９４８‐３１１１

振り込め詐欺や新たな悪質商法の
被害が続く中、消費者もトラブルに
対応する知識を身に付けましょう。
とき／６月２５日、７月１６日、８月
２０日、９月１７日、１０月２２日（す
べて水曜日）各回１０：００～１５：００
ところ／県東部総合庁舎（沼津市）
対象／本講座を初めて受講する２０
歳以上の人で、消費生活に関心があ
り全６回の講座に出席できる人
定員／１００人程度
内容／最近の消費生活相談の事例、
消費生活に関する法律（消費者契約
法、特定商取引法など）の基礎知識、
クーリングオフの知識など
申込み方法／はがき、ＦＡＸ、Ｅメール
に氏名、年齢、性別、郵便番号、住所、
電話番号、応募動機または消費生活上関
心のあること（２００文字以内）を記入し、
４月３０日（水）までに下記へ申し込み
申込み・問合せ／県県民生活室
〒４２０‐８６０１静岡市葵区追手町９‐６
電話０５４‐２２１‐２１７５　
ＦＡＸ０５４‐２２１‐２６４２
Ｅメールshohi@pref.shizuoka.lg.jp

自然の豊かさ美しさを肌で感じ、
心と体をリフレッシュさせませんか。
とき／５月１１日（日） 中央図書館・
伊豆長岡庁舎駐車場８：００集合、韮
山庁舎駐車場８：３０集合　＊悪天候
時は教室の中止または行程変更あり。
行程／箱根山（十国峠～日金山～姫の沢）
対象／市内在住または在勤の人
参加料／１人８００円（十国峠ケーブ
ルカー運賃を含む、当日徴収）
定員／６０人　＊定員を超えた場合は
抽選（結果は４月下旬に発送予定）
申込み方法／４月１８日（金・必着）ま
でに①ハガキに｢伊豆の国市日帰りハ
イキング申込」として、代表者氏名と
参加者の住所・バス乗車位置・氏名（ふ
りがな）・性別・年齢・電話番号を記入
し、社会教育課あてに郵送。＊ハガキ
１枚につき４人までの申し込み可　
または、②社会教育課窓口にある専
用申込用紙により申し込み。＊電話
での申し込みは不可
申込み・問合せ／市役所社会教育課
〒４１０‐２２９２　長岡３４６‐１
電話０５５‐９４８‐１４６１

市民の健康と親睦を図ることをモ
ットーにゴルフ大会を開催します。
とき／５月２２日（木）７：４５スタート
ところ／大熱海国際ゴルフクラブ
参加資格／市内在住または在勤の人
参加料／２，０００円（前納）、別途プレ
ー代８，５００円（食事含む）
定員／２００人（先着順）
表彰／２０位まで（ほかゾロ目賞・当
日賞など多数用意）
申込み方法／４月１０日（木）以降、
参加費を添えて伊豆大仁ゴルフセン
ター（練習場）へお申し込みください。
申込み・問合せ／伊豆の国市ゴルフ
協会（田沼）電話０５５８‐７６‐３５１２

健康運動指導士と保健師による、楽
しく運動と健康を学ぶための教室。運
動不足を解消したい人、運動習慣を身
につけたい人、健康のた
めに何か始めてみようと
思っている人など、お気
軽にご参加ください。
とき／４月２２日、５月２７日、６月２４日、
７月２２日、８月２６日、９月９日、１０月
１４日、１１月２５日、１２月９日、平成２１
年１月２７日、２月２４日、３月２４日
（すべて火曜日）各回９：１５～１１：３０
ところ／大仁体育館
対象／市内在住の人
内容／講師の指導のもとで健康づく
りのための運動を楽しく実践
持ち物／体育館シューズ、バスタオ
ル、水分補給用の飲み物、筆記用具
その他／病院で治療を受けている人
は、主治医の参加許可が必要です。
血圧等の服薬をしている人は必ず服
用してから参加してください。
申込み締切／４月１５日（火）１７：１５
申込み・問合せ／市役所健康づくり課
電話０５５８‐７６‐８０１４

商工会・商工会議所の職員採用に
関して、下記日程の通り１次試験を
実施します。１次試験合格者を対象
に、職員採用計画のある商工会・商
工会議所において２次試験を実施し
採用者を決定します。職員の採用条
件、採用時期は各団体によって異な

ホームページhttp://www.hoyokyo.or.jp

市では毎月２回、消費者相談員に
よる消費者相談を行っています。お
気軽にご利用ください。
とき／毎月第２・４月曜日９：００～１５：００
ところ／市役所伊豆長岡庁舎１階市
民相談室（＊変更する場合あり）
その他／相談日以外でのご相談は、
観光商工課または県東部県民生活セ
ンターへどうぞ。
申込み・問合せ／市役所観光商工課
電話０５５‐９４８‐１４８０
県東部県民生活センター　
電話０５５‐９５２‐２２９９

精神に障害をお持ちの人に『憩いの
場』を提供しています。普段暮らして

りますので、十分確認した上で１次
試験の申し込みをしてください。
とき／５月２５日（日）
ところ／静岡商工会議所会館（静岡市）
申込み締切／４月３０日（水）
問合せ／伊豆の国市商工会　
本所（四日町） 電話０５５‐９４９‐３０９０
伊豆長岡支所 電話０５５‐９４８‐５３３３
大仁支所　電話０５５８‐７６‐３０６０
＊申込書は県商工会連合会ホームペ
ージからもダウンロードできます。

試験のとき／筆記８月７日（木）、８
日（金）、実技１０月１３日（月・祝日）
申込み締切／５月１３日（火）まで（当
日消印有効）＊要項は保育士試験事務
センターから郵送で取り寄せてくださ
い。市役所窓口では配布しません。
受験手数料／１２，７００円
問合せ／保育士試験事務センター
電話０１２０‐４１９４‐８２　　
Ｅメールshiken@hoyokyo.or.jp

児童扶養手当受給者の皆さんへ

平成１９年１２月分から平成２０
年３月分までの児童扶養手当を、
４月１１日（金）に振り込みます。
口座をご確認ください。

（ ）

利用しなきゃもったいない！

問合せ 市役所福祉課
電話０５５８‐７６‐８００８
ＦＡＸ０５５８‐７６‐８０２９

いくなかで生じるさまざまな不安や
心配ごとを一緒に考えます。
とき／４月、５月の毎週木曜日
各１３：００～１６：００
ところ／大仁保健センター（駐車場あり）
内容／レクゲーム、料理教室ほか
参加料／相談は無料です。活動への
参加は自由ですが、内容により実費
が必要になることがあります。新規
の希望者は事前にご連絡ください。
問合せ／田方・ゆめワーク
電話０５５８‐７５‐５６００

納付書でまとめて納めたい人
ぜん　のう

納付書で、１年分の保険料をまとめて納めると１６９，８５０円（３，０７０円割引）に
なります。『１年前納

ぜんのう

』の納付書は、４月上旬にお送りする平成２０年度分の納付
案内書のつづりの中に入っています。また事前の申し込みにより、クレジットカ
ードで納めることもできます。 １カ月で255円　１年間で3,070円お得！

１年前納の期限　４月３０日（水）

国民年金保険料を通常どおり口座振替で納めた場合や、納付書
で毎月納めた場合には割引がありません。

通常の国民年金保険料 １カ月分14,410円 １年分172,920円
しかし、次の制度をご利用いただくと、国民年金保険料が割引

になります。あなたに合った割引制度をぜひご利用ください。

口座振替で月々納めたい人
はや　わり

月々の口座振替を、通常よりも１カ月早
く引き落とす届け出をするだけで、毎月の
保険料が５０円割引になります。

１カ月で50円　１年間で600円お得！
早割制度は随時受け付けています。

１年前納の期限を過ぎた後に
納付書でまとめて納めたい人

ぜん　のう

１年前納の期限（４月３０日）を過ぎた後でも、納付書＊での前納はいつでも
できます。前納できる期間は、前納する月分から平成２１年３月分までの保険
料です。 ＊希望者には納付書をお送りしますのでお電話ください。

前納
する月

平成２０年 平成２１年
５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

割引なし 158,510 144,100 129,690 115,280 100,870 86,460 72,050 57,640 43,230 28,820 14,410
前納額 155,950 142,000 128,010 113,970 99,890 85,760 71,580 57,360 43,090 28,770 14,410
割引額 2,560 2,100 1,680 1,310 980 700 470 280 140 50 0

前納した月による割引額早見表（平成２０年５月～）

問合せ
三島社会保険事務所
電話０５５‐９７３‐１４４４

色鮮やかなまゆ玉をあなたの手で

５月開講の『平成２０年度まゆ玉
教室』生徒を募集します。ふるって
ご参加ください。
とき／毎月第３火曜日１３：００～１５：００
ところ／あやめ会館２階
受講料／月１，０００円（材料代別途）

申込み・問合せ 伊豆の国観光協会
電話０５５‐９４８‐０３０４

と
っ
て
も

お
得
！

い
つ
で
も

で
き
る
！

こ
れ
も

お
得
！



高
齢
者
を
狙
っ
た
悪
質
商
法
な
ど
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
被
害
の
早
期
発
見
、
ま
た
拡
大
防
止
の
た
め
、

県
東
部
地
域
の
二
十
一
市
町
と
県
東
部
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
は

被
害
防
止
の
連
絡
網
『
東
部
地
域
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
』
の

運
用
を
始
め
ま
し
た
。

こ
の
ネ
ッ
ト
は
、
日
ご
ろ
高
齢
者
の

身
近
で
活
動
し
て
い
る
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生

委
員
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な
ど
の

協
力
で
、
消
費
者
被
害
を
発
見
し
た
ら

「
通
報
シ
ー
ト
」に
よ
り
市
の
消
費
者
相

談
窓
口
へ
通
報
し
て
も
ら
い
、
市
は
県

民
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
、
県
民
生
活

セ
ン
タ
ー
は
情
報
を
整
理
し
て
東
部
地

域
の
各
市
町
・
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・

社
会
福
祉
協
議
会
へ
情
報
を
提
供
し
、

注
意
を
呼
び
か
け
ま
す
。

＊
消
費
者
相
談（
二
十
四
ペ
ー
ジ
）も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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お・知・ら・せ

●
一
月
十
五
日
号
・
二
月
一
日

号
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
、
二
百
八

十
人
以
上
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
広
報

に
つ
い
て
の
真
摯

し
ん
し

な
ご
意
見

の
数
々
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
結
果
は

五
月
一
日
号
に
掲
載
し
ま

す
の
で
お
楽
し
み
に
。

夏

●
十
月
に
開
催
さ
れ
た
『
花
華

の
舞
』で
来
場
者
に
先
着
順
で

配
布
さ
れ
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の

球
根
。
取
材
に
行
っ
て
私
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。
姪
と
一
緒
に

庭
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
た
そ

れ
が
、
だ
い
ぶ
葉
っ
ぱ
を
伸
ば

し
ま
し
た
。
こ
の
号
が
出
る
頃

に
は
咲
い
て
る
か
な
。

土

３月１９日に最後の卒
業生を送り出し、６０年
の長い歴史に幕を閉じ
た大仁小田中山分校。
校庭にいるのは、最後の在校生となった５人の６
年生（３月当時）と２人の先生。創立から校庭にあ
る『カスミ桜』は、すべての卒業生を見守ってきま
した。開花は毎年４月中旬ごろ。これからは児童
がいない校庭に、静かに花を咲かせるのでしょう。

表紙より

住民登録人口●50,368人（男：24,374人、女：25,994人） 世帯●19,421
外国人登録人口●529人（男：212人、女：317人） 世帯●224

市の人口
（平成２０年３月１日現在）

毎月、正解者の中から抽選で１０人に図書カードをプレゼン
ト！皆さんのご応募お待ちしています。
【応募方法】①はがきにクイズの答えと住所、氏名（フリガナ）、
年齢（学年）、職業、電話番号、②広報紙へのご感想や身近な話
題などを書き添え（必須）、４月１７日（木）までに下記へお送り
ください。いただいたご意見などは、広報で紹介させていただ
く場合もあります。
【あて先】〒４１０‐２２９２　長岡３４０‐１　

伊豆の国市 企画部 秘書広報課
【先月の答え】「韮山反射炉」正解者は２５／２５人
【図書カード当選者：順不同・敬称略】

相原綾子、神田さよ子、菊地章子、望月芙士郎、、星合良子、

佐藤眞子、鈴木佐代子、中田明、青木蘭鈴、木下マリ子

編　集　後　記

ご家庭にある不用なもので誰かに
ゆずってもよいものはありませんか。

【ゆずります】

カワイアップライトピアノ 無　料
脱穀機　　　　　　　　　無　料
回転座イス　　　　　　　無　料
ベビー用ハイ＆ローチェアー 無　料
マミー型寝袋　　　　　　無　料
スケートボード　　　　　無　料
ハムスター用かご　　　　無　料
ハムスター飼育用品一式　無　料
長中野球部ユニフォーム一式（Ｍ）無　料
ＲＹＯＢＩブレーキ付チェーンソー応　談
小型テーブルソウ　　　　応　談
ビニールボート（２００�×１１０�）

オール付 新品　応　談
ヤマハフルート　　　　　応　談
Ｏｇａｗａテント（２～５人用）応　談
タープ・タープ支柱　　 応　談
スタットレスタイヤ（１４�Vホイル付）４本応　談
韮中女子冬服上着・スカート・夏服上下
（１５０�a）新品３，５００～１５，０００円

【ゆずってください】

ロックミシン　　　　　　応　談
折りたたみ式車イス　　　応　談
イチゴ保冷庫（０．５坪） 応　談
修工情報技術科 半袖・長袖Ｙシャツ（ＬＬ以上）、
夏・冬服上下（Ｌ・ウエスト８２�A以上） 応　談
ボイスレコーダー　　　　応　談
プレハブ小屋（６畳以上） 応　談
県立高校教科書（高校・学年不問）無　料
韮山保育園園服（サイズ不問）無　料
老人用押し車　　　　　　無　料
家庭用管理機　　　　　　無　料
市内中学男子制服上下（１６０�A）無　料
子ども用野球グローブ　　無　料
婦人用自転車　　　　　　無　料
ベビーたんす　　　　　　無　料
子ども用掛・敷等布団（約７０�A×１２０�A）無　料
チャイルドシート（０カ月～、２歳～）無　料
楽生保育園園服・スモック・体操着

（１２０�Aまで） 無　料
長中男子冬制服上下・体操用半ズボン（ウエ
スト９０�A）・半袖体操着（Ｌ） 無　料

申込み・問合せ 市役所環境政策課
電話０５５‐９４９‐６８０４

（
平
成
二
十
年
度
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
）

●
今
年
の
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
は
貴
重

な
写
真
が
載
っ
て
い
て
楽
し
い
。『
三

丁
目
の
夕
日
』伊
豆
の
国
版
み
た
い
で

す
。
中
で
も
母
校
・
広
瀬
幼
稚
園
に
目

が
止
ま
り
、
入
園
当
時
の
記
憶
が
急

速
に
よ
み
が
え
っ
て
胸
が
キ
ュ
キ
ュ

ー
ン
と
き
ま
し
た
。
来
年
も
ぜ
ひ
こ

の
企
画
を
。（
三
福
・
？
歳
・
男
性
）

→

平
成
二
十
年
度
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー

た
だ
今
好
評
配
布
中
で
す
。
ま
だ
お

手
元
に
な
い
人

は
、
市
役
所
各
庁

舎
に
置
い
て
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

一
冊
ど
う
ぞ
。

（
三
月
一
日
号
を
読
ん
で
）

●
河
川
水
質
調
査
結
果『
我
が
家
が
水

源
』、
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
す
。
何
気

な
く
お
皿
を
洗
っ
て
も
、
水
は
汚
れ

る
ん
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
は
水
分
を

ウ
ェ
ス
で
ふ
き
取
り
、
汚
れ
を
少
な

く
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。（
守
木
・
54

歳
・
女
性
ほ
か
多
数
）

→

そ
こ
に
住
む
一
人
ひ
と
り
の
小
さ

な
気
遣
い
で
、
川
は
見
違
え
る
ほ
ど

き
れ
い
に
よ
み
が
え
り
ま
す
。
来
年

の
水
質
検
査
で
い
い
結
果
が
出
る
よ

う
に
し
た
い
で
す
ね
。

皆
さ
ん
か
ら
の
お
た
よ
り
、
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
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２０歳以上の人は、学生でも国民年金への加入・保険
料の納付義務があります。しかし、学生は収入が少なく
学費などもかかるため、毎月１４，４１０円（平成２０年度額）
の国民年金保険料の納付が困難な場合があります。
そんなときは、『学生納付特例』の申請をすれば、保険料の納付が猶予さ

れます。申請は、毎年４月（または２０歳になったとき）に行う必要がある
ので、まだ申請されていない人はお早めに手続きしてください。
＊申請が遅れると、万が一の事故や病気などによって重い障害が残った場合
に、障害年金を受けられない場合があります。
＊将来満額の老齢基礎年金を受け取るために、１０年以内であれば（例：平成
２０年４月分なら、平成３０年４月まで）さかのぼって保険料を納める（追納）
ことができます。保険料の追納は、原則として先に経過した期間から行い
ます。また、承認を受けた期間の翌年度から起算して、３年度目以降に保
険料を追納する場合は、当時の保険料額に経過期間に応じた加算額が上乗
せされますので、早めの追納をおすすめします。

■学生納付特例の承認基準など
・大学、短大、専門学校などに在学している２０歳以上の学生
・学生本人の平成１９年中の所得が、およそ１１８万円以下の人
＊学生納付特例の承認期間は『平成２０年４月～平成２１年３月』で、毎年度申

請が必要です。

■申請方法
・伊豆の国市役所（国保年金課、韮山・大仁市民サービス課）または三島
社会保険事務所へ学生証のコピー等、年金手帳、認め印をご持参くだ
さい。申請は、郵送でもできます。申請書が必要な場合は、下記問い
合わせ先にご連絡ください。
＊平成１９年度に学生納付特例が承認されている人については、３月下旬から
４月上旬にかけて学生納付特例申請書（ハガキ）を送付していますので、ハ
ガキに必要事項を記入のうえ返送してください（ハガキが届かない人は、通
常の申請書で申請してください）。

お題：漢字パズル
脳の活性度　★★★★

ルールに従って、真ん中の４個のマスに漢字を入れよう。

上から時計回りに読むと、 ４字熟語が完成するよ。

ルール１：
２×２の太枠の
正方形の３つの漢字
すべてとつなげられる
漢字を見つけ、空いて
いるマスに書く。

ルール２：
マスに入れる漢字
は、熟語の上につな
げても下につなげて
てもよい。

ヒント：伊豆の国市が目指すのは、、
『○○・○○・健康のまちづくり』です。（２ページほか）

２０歳以上の学生の皆さんへ

問合せ 市役所国保年金課　　電話０５５‐９４８‐２９０５
三島社会保険事務所　電話０５５‐９７３‐１４４４

ぼくらにうれしい
特例制度！

平成２０年度
市民カレンダー

問
合
せ

市
役
所
観
光
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５
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４
８
）１
４
８
０

通 報
シート


